
1　『東大寺諷誦文稿』の文体について─附・『東大寺諷誦文稿』段落一覧─

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
体
に
つ
い
て

│
附
・『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
段
落
一
覧

│
小

林

真

由

美

一
、
は
じ
め
に

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』（
旧
国
宝
・
佐
藤
達
次
郎
旧
蔵
）
は
作
品
名
で

は
な
く
、『
華
厳
文
義
要
訣（１
）』
巻
第
一
の
紙
背
に
書
か
れ
た
、
長
短
さ

ま
ざ
ま
な
文
章
や
文
句
か
ら
な
る
三
九
五
行
の
文
書
に
つ
け
ら
れ
た
書

名
で
あ
る
。
複
製
本
刊
行
以
前
に
は
、
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
最
初

の
四
文
字
を
と
っ
て
、「
宿
（
昔
）
世
殖
善
の
文
」
と
も
称
さ
れ
て
い

た
。
山
田
孝
雄
は
「
本
邦
に
お
け
る
最
古
の
仮
名
交
じ
り
文
」
で
あ
る

と
い
う
「
昔
世
殖
善
の
文
」
を
三
十
有
余
年
求
め
続
け
、
一
九
三
七
年

に
文
部
省
国
宝
調
査
室
で
つ
い
に
巡
り
会
え
た
と
い
う
（
２
）。『
東
大
寺
諷

誦
文
』
は
旧
蔵
者
で
あ
っ
た
鵜
飼
徹
定
の
名
付
け
で
、
一
九
三
九
年
の

複
製
本
刊
行
時
に
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
と
命
名
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
３
）。

原
本
は
一
九
四
五
年
四
月
の
戦
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
、『
東
大
寺
諷

誦
文
稿
』
は
複
製
本
の
影
印
の
み
が
我
々
の
手
に
残
さ
れ
た
。
複
製
本

刊
行
後
、
橘
純
一
、
亀
井
孝
、
築
島
裕
ら
に
よ
っ
て
国
語
学
的
研
究
が

進
め
ら
れ
（
４
）、
一
九
六
九
年
に
影
印
・
釈
文
・
読
み
下
し
文
及
び
詳
細
な

調
査
報
告
を
掲
載
す
る
中
田
祝
夫
著
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的

研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
九
年
に
改
訂
新
版
刊
行
）、
二
〇
〇
一
年

に
築
島
裕
編
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
汲
古
書
院
）
が
刊
行
さ

れ
た
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
は
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
を
上
限

と
し
、
天
長
承
和
年
間
（
八
二
四
〜
八
四
八
）
頃
と
推
測
さ
れ
る
（
５
）。
文

章
経
国
思
想
の
も
と
漢
学
研
鑽
の
風
潮
が
高
ま
り
、
仏
教
界
で
は
新
教
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団
の
真
言
宗
・
天
台
宗
が
台
頭
し
た
時
期
で
あ
る
。
訓
点
史
の
上
で
は
、

奈
良
時
代
末
期
か
ら
漢
訳
仏
典
に
返
読
の
符
号
や
萬
葉
仮
名
・
草
仮

名
・
省
画
仮
名
が
記
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
九
世
紀
初
頭
頃
か
ら
ヲ

コ
ト
点
、
片
仮
名
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
短
文
の
漢
字
片
仮

名
交
じ
り
文
が
、
天
長
期
（
八
二
四
〜
八
三
四
）
頃
と
さ
れ
る
西
大
寺

本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
平
安
初
期
点
や
『
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
』

（
飯
室
切
）
平
安
初
期
点
の
中
に
見
出
さ
れ
て
い
る
（
６
）。
ほ
ぼ
同
時
期
の

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
、
早
く
も
数
十
行
に
及
ぶ
長
文
が
片
仮
名
交

じ
り
文
で
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

平
仮
名
は
片
仮
名
よ
り
も
少
し
遅
れ
て
九
世
紀
後
半
以
降
に
成
立
し

た
。
平
仮
名
の
普
及
も
非
常
に
早
く
、
十
世
紀
初
頭
に
は
勅
撰
和
歌
集

『
古
今
和
歌
集
』
が
撰
進
さ
れ
た
。『
古
事
記
』
の
太
安
万
侶
の
序
文
に
、

天
皇
の
御
代
は
そ
れ
ぞ
れ
「
歩
む
と
驟う
ぐ
つく

と
各
お
の
お
の

異こ
と

に
し
て
」
と
あ
る

が
、
九
世
紀
は
、
漢
字
伝
来
よ
り
ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
き
た
日
本
の
書

記
言
語
が
、
一
気
に
「
驟
く
」
時
代
で
あ
っ
た
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
、
全
文
が
一
人
の
筆
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
筆
致
の
変
化
や
不
定
な
行
間
の
空
け
方
か
ら
、
一
気
に
書
か

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
文
章
を
書
き
連
ね
て
い
く
間
に
時
間
的
経
過
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
も
長
い
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
章
が
80
行

か
ら
122
行
ま
で
の
43
行
で
、
10
〜
20
行
程
度
の
ま
と
ま
り
が
十
数
か
所
、

あ
と
は
数
行
の
文
章
、
短
文
や
語
句
の
列
挙
な
ど
で
あ
る
。
仏
典
・
漢

籍
を
そ
の
ま
ま
書
写
、
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
文
章
は
な
く
、
全
体
に

削
除
訂
正
や
書
き
入
れ
が
多
く
推
敲
の
跡
が
み
ら
れ
る
た
め
、
ほ
ぼ
全

文
、
筆
者
が
書
き
下
ろ
し
た
文
章
や
覚
書
と
思
わ
れ
る
。

文
章
や
語
句
の
雑
多
な
集
積
と
も
見
え
る
本
文
を
整
理
す
る
た
め
に
、

次
の
条
件
を
区
切
り
と
し
て
「
段
落
」
と
し
、
段
落
一
覧
表
を
作
成
し

た
（
23
頁
、「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
段
落
一
覧
」）。

・
前
行
と
の
間
に
空
白
行
を
挟
ん
で
い
る
個
所

・
鉤
点
が
打
た
れ
て
い
る
個
所

・
改
行
さ
れ
、
内
容
が
改
め
ら
れ
て
い
る
個
所

こ
れ
ら
の
条
件
以
外
で
段
落
の
区
切
り
と
し
た
の
は
、
204
〜
207
行

（
第
55
段
落
）
と
204
行
〜
206
行
（
第
56
段
落
）、
259
行
〜
261
行
（
第
71
段

落
）
の
３
か
所
で
あ
る
。
204
行
の
末
部
「
孔
子
美
玉
云
」
か
ら
連
絡
線

㉚
で
結
ば
れ
た
206
〜
207
行
を
第
55
段
落
と
し
、
204
〜
206
行
の
囲
み
線
で

囲
ま
れ
て
い
る
部
分
を
第
56
段
落
と
し
た
。
第
71
段
落
は
、
259
行
上
半

部
、
３
字
分
ほ
ど
の
空
白
を
開
け
て
異
な
る
内
容
の
文
が
始
ま
る
個
所

か
ら
、
261
行
ま
で
と
し
た
。

ま
た
、
内
容
や
書
き
方
に
連
関
が
あ
り
、
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

段
落
は
「
章
段
」
と
し
、
表
の
左
端
に
示
し
た
。
な
お
、「
章
段
」
の

区
切
り
の
基
準
は
私
見
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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文
章
の
内
容
は
、
追
善
供
養
な
ど
の
仏
事
法
会
に
関
す
る
と
思
わ
れ

る
も
の
や
、
仏
教
の
教
義
を
解
説
す
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。
山
田
孝
雄

は
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
複
製
本
解
題
に
「
恐
ら
く
は
法
会
の
為
に
用

ゐ
ら
る
べ
き
表
白
又
は
教
化
の
文
の
例
案
と
し
て
起
草
を
試
み
た
る
も

の
な
る
べ
き
も
の
な
り
（
７
）」

と
述
べ
て
い
る
。
唯
識
に
関
す
る
記
述
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
筆
者
は
南
都
法
相
宗
に
関
わ
り
の
あ
る
人
物
と
推

測
さ
れ
て
い
る
（
８
）。

築
島
裕
は
、「
他
に
例
を
見
な
い
よ
う
な
、
変
わ
っ

た
」
仮
名
字
体
が
あ
る
こ
と
や
、
特
異
な
語
彙
や
語
法
の
多
用
な
ど
か

ら
、「
非
常
に
変
わ
っ
た
文
献
と
考
え
ら
れ
る
」
と
評
し
て
い
る
（
９
）。

二
、
文
体
と
表
記

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
、
次
の
55
行
の
よ
う
に
ま
っ
た
く
片
仮

名
が
な
い
漢
文
の
み
の
段
落
も
あ
る
。「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
段
落
一

覧
」
の
「
仮
名
」
の
欄
に
「
無
」
と
表
示
し
た
段
落
で
あ
る
。

55　

帝止

釈
宮
玉
柱
衆
生
善
悪
自
然
現
祗
桓
寺
石
鏡
福
禍
忽
現（（1
（

し
か
し
、
多
く
の
段
落
に
は
小
字
の
片
仮
名
で
助
詞
・
活
用
語
尾
・

漢
字
の
読
み
仮
名
な
ど
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。「
段
落
一
覧
」
の

「
仮
名
」
の
欄
に
、
片
仮
名
の
書
き
入
れ
が
な
い
段
落
は
「
無
」、
一
行

に
つ
き
一
か
所
以
下
の
段
落
を
「
少
」、
そ
れ
以
上
の
書
き
入
れ
が
あ

る
段
落
は
「
有
」
と
し
た
。

片
仮
名
の
使
用
量
は
段
落
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
記
載
形

式
は
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
。
漢
字
を
大
字
で
記
し
、
片
仮
名
を
小
字
で

漢
字
の
傍
や
下
部
に
書
き
入
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
漢
字
の
傍
に
仮
名

を
書
き
入
れ
る
訓
点
の
方
式
と
、
漢
字
の
下
部
に
仮
名
を
書
き
入
れ
る

宣
命
体
の
方
式
を
併
用
し
て
い
る
（
（1
（

。
最
長
の
章
段
で
あ
る
80
〜
122
行

（
第
29
〜
31
段
落
、
第
17
章
段
）
に
は
、
同
一
人
物
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
朱
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
ヲ
コ
ト
点
や
返
り
点
な
ど
が
打
た
れ
て

い
る
が
、
片
仮
名
は
墨
書
と
同
じ
方
式
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

表
記
と
文
体
の
例
と
し
て
、
片
仮
名
の
使
用
が
比
較
的
多
い
67
〜
74

行
（
第
26
・
27
段
落
、
第
15
章
段
）
を
挙
げ
る
。
見
出
し
に
「
自
他
懺

悔
混
雑
言
」
と
あ
り
、
人
の
身
の
無
常
を
詠
嘆
す
る
内
容
で
あ
る
。
69

行
と
70
行
の
間
に
一
行
分
程
の
空
白
が
あ
る
が
、
内
容
に
共
通
性
が
あ

る
た
め
、
74
行
ま
で
一
続
き
の
文
章
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
図
１

参
照
）

67　

�
四
ノ
蛇
ノ
迫
自
他
懺
悔
混
雑
言

来
ヌ
ル
時
ニ
ハ　

虚
空
雖
寛
而
廻
首
无
方　

二
鼠
迎

来
時
大
地
雖
広
而
隠
身
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68　

�

无
処　

尊
モ
卑
モ　

五
龍
之
残
ヤ
フ
レ
未
脱　

愚オ

モ
智サ
カ
モ　

四
山
之

怖
未
離　

春
花
ハ
不
附

69　

秋
枝
ニ　

幼
時
之
紅
顔
ハ　

不
見
老
体
ニ

70　

�

此
身
ハ
尽
財
而
着
厳
ト
モ
都
无
一
益
モ
⑨
→
掣
ツ
カ
マ
ヘ
頸
掣
胸　

修
テ
ハ
功
徳
ヲ
シ　

自
然
生
善
キ

71　

�

所
ニ
ハ
⑩
→　
　

貧
人
ハ
生
時
被
飢
寒
之
恥　

命
終
後
ニ
ハ　

不

足
一
尋
葛
繞
頸　

此
ヤ
此
ノ

72　

�

郷
穢
家
穢
ト
云
テ
指
有
犬
烏
之
藪
引
弃　

扣
虚イ
ツ

額
无
乞
誓
助
人

73　

�

←
⑩
追
テ
反
ト
モ
不
可
反
者
年
月
ナ
リ　

乞
祈
百
年
千
年
モ
カ
ト
誰

得
其
一
ヲ
モ
←
⑨
任
日
月
之
往
来　

形
体
モ

74　

遷
ウ
ツ
ロ
改
ヌ　

毎
昼
ヒ
ル
夜
之
明
晦
前
ユ
ク
サ
塗
モ
徐
近
ヌ

仮
名
の
多
く
が
宣
命
体
の
方
式
で
語
の
下
部
に
小
書
き
さ
れ
て
い
る

が
、
宣
命
の
よ
う
な
和
文
で
は
な
い
。
67
行
〜
69
行
の
仮
名
を
取
り
除

く
と
、
次
の
よ
う
な
漢
文
に
な
る
。
四
六
文
で
は
な
い
が
、
対
偶
を
な

し
た
駢
儷
文
で
あ
る
。

四
蛇
迫
来
時
、
虚
空
雖
寛
而
廻
首
無
方
、

二
鼠
迎
来
時
、
大
地
雖
広
而
隠
身
無
処
。

尊
卑
五
龍
之
残
未
脱
、

愚
智
四
山
之
怖
未
離
。

春
花
不
附
秋
枝
、

幼
時
之
紅
顔
不
見
老
体
。

「
四
蛇
」「
二
鼠
」
は
『
仏
説
譬
喩
経
』
な
ど
の
仏
典
に
多
見
す
る
無

常
の
譬
喩
で
、『
萬
葉
集
』
巻
第
五
の
山
上
憶
良
の
文
章
に
も
用
い
ら

れ
て
い
る
（
（1
（

。「
五
龍
」「
四
山
」
は
仏
教
語
の
「
五
蘊
」「
四
苦
」
の
譬

喩
で
あ
ろ
う
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
体
は
、
文
字
表
記
の
面
か
ら
は
漢
字
片

図1（67〜 74行）
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仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
が
、
語
彙
語
法
の
面
か
ら
い
え
ば
、
漢
文
に
読

み
仮
名
や
送
り
仮
名
な
ど
を
書
き
込
ん
だ
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
。
原
則

的
に
、
漢
字
は
漢
文
の
語
順
で
書
か
れ
、
片
仮
名
は
漢
字
に
付
随
す
る

位
置
に
小
書
き
さ
れ
て
い
る
。

70
行
〜
73
行
の
連
絡
線
⑨
と
⑩
の
間
の
文
に
は
「
此
ヤ
此
ノ
」「
百

年
千
年
モ
ガ
ト
」
な
ど
非
訓
読
的
な
表
現
が
交
じ
る
が
、
そ
の
後
ま
た
、

「
日
月
ノ
往
来
ス
ル
ニ
任マ
マ

ニ
、
形
体
モ
遷ウ
ツ
ロヒ

改
リ
ヌ
。
昼ヒ
ル

夜
ノ
明
ケ
晦ク

ル
ル
毎
ニ
、
前
ユ
ク
サ
キノ

塗ミ
チ

モ
徐
ク
近
ヅ
キ
ヌ
。（
任
日
月
之
往
来
、
形
体
遷

改
。
毎
昼
夜
之
明
晦
、
前
塗
徐
近
。）」（
73
〜
74
行
）
と
、
駢
儷
文
の

訓
読
文
に
な
る
。

片
仮
名
の
使
用
状
況
を
み
る
と
、
八
行
の
う
ち
に
四
十
一
か
所
に
書

き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。「
ノ
」「
ニ
ハ
」「
モ
」
な
ど
の
助
詞
が
二
十
七

か
所
、
助
動
詞
「
ヌ
」「
ナ
リ
」
が
四
か
所
、
形
容
詞
の
活
用
語
尾

（「
善
キ
」）
が
一
か
所
、
動
詞
を
含
ん
だ
「
家
穢
ト
云
テ
」
が
一
か
所
。

語
の
読
み
全
体
を
書
い
て
い
る
の
が
「
残
ヤ
フ
レ
」「
掣
ツ
カ
マ
ヘ
」「
昼
ヒ

ル
」
の
三
か
所
で
、
す
べ
て
漢
字
の
下
部
に
書
か
れ
て
い
る
。「
愚オ

」

「
智サ
カ

」「
虚イ
ツ

」「
遷
ウ
ツ
ロ
」「
前
ユ
ク
サ
」
の
五
か
所
は
、
語
の
読
み
の
一

部
だ
け
を
書
い
て
い
る
。「
愚オ

」「
智サ
カ

」「
虚イ
ツ

」
だ
け
が
漢
字
の
右
傍
で
、

ほ
か
の
仮
名
は
す
べ
て
漢
字
の
下
部
に
書
か
れ
て
い
る
。

仮
名
を
小
字
で
漢
字
の
下
に
書
く
の
は
宣
命
体
の
方
式
で
あ
る
が
、

西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』（
平
安
初
期
点
）
巻
第
五
紙
背
の
漢

字
片
仮
名
交
じ
り
文
も
、
漢
字
の
下
に
片
仮
名
を
書
き
込
ん
で
い
る
（
（1
（

。

文　

�

若シ
ト
ス二
水ル
ヲ
ソノ
中
ノ
月
ノ
一
行
ス二
菩ト
ハ
イ
フ提
ノ
行
ヲ
一
ソ
ヱ
ニ
我
亦
行
シ
キ
菩
提
ノ

行
ヲ

此
自
見
也
意
云
観
唯
識
行
菩
提
我
亦
能
行
云
也
此
依
他
破
文
也

余
四
モ
喩
准
此
之

文　

�

若
水
ノ
中
ノ
月
ノ
行
二
カセ
ム
菩
提
ノ
行
ヲ
一
我
モ
行
シ
キ
菩
提
ノ
行
ヲ

　
　
　
　

此
破
意
難
得
先
方
好
也

片
仮
名
交
じ
り
の
二
文
は
経
典
本
文
の
別
訓
を
二
案
書
い
て
い
る
も

の
で
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
と
同
様
に
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
。
漢
字

と
仮
名
を
同
時
に
書
い
て
い
く
場
合
は
、
漢
字
の
下
部
に
仮
名
を
書
く

こ
と
が
自
然
で
あ
り
、
祝
詞
や
宣
命
の
書
記
方
式
を
直
接
引
き
継
い
で

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
67
〜
74
行
は
、
お
そ
ら
く
筆
者
は
は
じ
め
に
、

漢
文
と
そ
の
訓
読
文
を
同
時
に
案
出
し
な
が
ら
、
漢
字
と
片
仮
名
を
用

い
て
文
章
を
書
き
下
ろ
し
た
。
そ
の
後
、
推
敲
し
、
漢
字
の
読
み
仮
名

と
し
て
「
愚オ

モ
智サ
カ

モ
」「
虚イ
ツ

」
の
傍
訓
と
、
省
略
の
符
号
と
し
て
連
絡
線

⑨
⑩
を
書
き
込
ん
だ
。
片
仮
名
の
位
置
が
漢
字
の
下
部
と
傍
に
ば
ら
つ
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い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
作
業
過
程
が
想
像
さ
れ
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
お
い
て
、
動
詞
は
大
字
の
漢
字
で
書
く
の

が
原
則
だ
が
、
72
行
の
「
郷
穢
家
穢
ト
云
テ
」
は
、
動
詞
の
「
云
」
ま

で
小
字
で
書
き
こ
ん
で
い
る
。
類
似
の
例
は
「
无
ト
イ
フ
ト
モ
」（
37
行
）、

「
財
ト
ソ
宀
フ
」（
175
行
）
な
ど
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
（「
宀
」
は
「
宣
」

の
略
符
号
）。
平
安
初
期
の
訓
読
で
は
通
常
、「
云
」「
曰
」
を
「
イ
ハ

ク
、
…
ト
イ
フ
」
と
、
文
末
に
「
ト
イ
フ
」
を
補
読
し
て
訓
ん
で
い
た
。

そ
の
た
め
、
訓
点
資
料
に
は
「
ト
イ
フ
」「
ト
イ
ヘ
リ
」
と
い
う
片
仮

名
小
字
の
書
き
込
み
が
散
見
す
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
筆
者
も

そ
う
し
た
書
き
込
み
に
慣
れ
て
い
た
た
め
、「
ト
云
フ
」「
ト
宀
フ
」
な

ど
を
訓
点
の
補
読
の
よ
う
に
小
字
で
書
き
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

連
絡
線
で
挟
ま
れ
た
部
分
を
除
い
て
、
67
〜
74
行
を
読
み
下
す
。

　

四
ノ
蛇
ノ
迫
リ
来
リ
ヌ
ル
時
ニ
ハ
、
虚
空
寛
シ
ト
雖
モ
、
首
ヲ

廻
ス
ニ
方
无
シ
。
二
ノ
鼠
ノ
迎
ヘ
来
リ
ヌ
ル
時
ニ
ハ
、
大
地
広
シ

ト
雖
ド
モ
身
ヲ
隠
ス
ニ
処
无
シ
。
尊
キ
モ
卑
シ
キ
モ
、
五
龍
ノ
残ヤ
ブ

レ
ヲ
脱
レ
ズ
。
愚
オ
ロ
カ
ナ
ルモ
智
サ
カ
シ
キモ
、
四
山
ノ
怖
レ
ヲ
離
レ
ズ
。
春
ノ

花
ハ
秋
ノ
枝
ニ
附
カ
ズ
。
幼
時
ノ
紅
顔
ハ
老
体
ニ
見
エ
ズ
。
此
ノ

身
ハ
財
ヲ
尽
シ
テ
着
厳カ
ザ

レ
ド
モ
、
都カ
ツ

テ
一
ノ
益
モ
无
シ
。
日
月
ノ

往
来
ス
ル
任マ
マ

ニ
、
形
体
モ
遷ウ
ツ
ロヒ
改
リ
ヌ
。
昼ヒ
ル

夜
ノ
明
ケ
晦ク

ル
ル
毎

ニ
、
前

ユ
ク
サ
キノ

塗ミ
チ

モ
徐
ク
近
ヅ
キ
ヌ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
64
〜
67
行
）

片
仮
名
で
助
詞
助
動
詞
等
が
丁
寧
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
誰

が
読
ん
で
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
日
本
語
文
と
し
て
再
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
筆
者
は
片
仮
名
を
駆
使
し
て
、
自
ら
の
意
図
す
る
日
本
語
を
表
記

し
た
の
で
あ
る
。

奈
良
時
代
以
前
に
書
か
れ
て
い
た
日
本
語
文
と
し
て
、
萬
葉
仮
名
を

使
用
し
た
祝
詞
や
宣
命
、
萬
葉
仮
名
文
書
な
ど
が
伝
存
し
て
い
る
が
、

主
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
訓
読
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
た
和
文
的
表

現
の
混
入
す
る
漢
文
、
す
な
わ
ち
変
体
漢
文
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

日
常
的
に
漢
文
に
携
わ
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
変
体
漢
文
は
簡
潔
で

扱
い
や
す
く
、
意
を
伝
達
す
る
こ
と
に
不
自
由
を
感
じ
な
い
文
体
で
あ

っ
た
と
思
う
。
変
体
漢
文
は
平
安
期
以
降
の
記
録
体
に
引
き
継
が
れ
、

実
用
的
な
文
体
と
し
て
長
く
活
用
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
変
体
漢
文
は
相
手
に
訓
読
を
ま
か
せ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

日
本
語
と
し
て
細
や
か
な
表
現
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
片
仮
名
は
万

葉
仮
名
と
違
っ
て
小
さ
く
手
早
く
書
け
る
た
め
、
訓
点
の
記
入
に
便
利

で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
作
文
を
す
る
際
の
日
本
語
表
記
も
容
易
に

し
た
。
片
仮
名
の
普
及
に
よ
っ
て
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
み
ら
れ
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る
よ
う
に
、
漢
文
で
培
っ
た
文
章
力
を
生
か
し
つ
つ
、
日
本
語
と
し
て

の
表
現
の
幅
を
広
げ
て
作
文
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

三
、
漢
文
体
と
し
て
の
分
類

前
述
の
よ
う
に
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
は
日
本
語
で
読
む

た
め
の
文
章
で
あ
る
が
、
原
則
的
に
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
。
正
格
の
漢

文
と
は
異
な
る
部
分
も
多
い
が
、
基
本
的
に
漢
字
は
漢
文
の
語
序
で
書

か
れ
、
片
仮
名
は
漢
字
に
付
随
す
る
か
た
ち
で
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
日
本
語
文
で
は
あ
る
が
漢
文
か
ら
独
立
し
て
い
な
い
。
文
字
の
大

き
さ
に
現
れ
て
い
る
と
お
り
、
漢
字
が
主
で
あ
り
、
仮
名
が
従
で
あ
る
。

そ
の
点
に
お
い
て
、
前
掲
の
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
紙
背
の

二
文
と
同
様
で
あ
る
。

『
竹
取
物
語
』『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
初
期
の
仮
名
文
は
、
漢
文
訓
読

調
が
強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
仮
名
文
の
一
つ
の
達
成
点
と
評

さ
れ
る
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
も
、
駢
儷
体
風
の
表
現
を
含
む
文
章

で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
文
訓
読
文
と
は
異
な
り
、
そ
の
ま
ま
漢
文
に
還

元
で
き
る
文
章
で
は
な
い
。
仮
名
文
に
お
い
て
、
平
仮
名
は
文
字
と
し

て
漢
字
と
同
格
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
漢

字
片
仮
名
交
じ
り
文
と
の
根
本
的
な
違
い
で
あ
る
。

「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
段
落
一
覧
」
の
「
漢
文
体
」
の
欄
は
、
本
文

を
片
仮
名
を
除
い
た
漢
文
の
状
態
で
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
句
を

中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
駢
儷
文
の
段
落
を
「
Ａ
」、
一
部
に
対
句
、

ま
た
は
対
句
に
近
い
句
が
含
ま
れ
て
い
る
段
落
を
「
Ｂ
」、
対
句
が
み

ら
れ
な
い
文
章
の
段
落
を
「
Ｃ
」、
語
句
や
単
純
な
短
文
の
み
の
段
落

を
「
Ｄ
」
と
表
示
し
た
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
「
法
会
の
為
に
用
ゐ
ら
る
べ
き
表
白
又
は

教
化
の
文
の
例
案
」（
山
田
孝
雄
「
解
題
」）、「
法
会
の
願
文
類
の
集
録

の
草
稿
」（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典（
（1
（

』）
等
と
い
わ
れ
て
い
る
。「
願
文

類
」
の
文
章（
（1
（

は
駢
儷
文
で
作
成
さ
れ
る
た
め
、
Ａ
の
段
落
が
該
当
す
る
。

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
駢
儷
文
に
よ
る
文
章
・
文
句
の
Ａ
の
段
落
は
18

段
落
、
合
計
164
行
で
、
全
395
行
の
四
割
以
上
の
行
数
を
占
め
て
い
る
。

父
母
追
善
や
無
常
を
説
く
内
容
が
多
い
。
ま
た
、
一
部
に
対
句
や
、
字

数
が
整
っ
て
い
な
い
が
対
句
的
な
表
現
を
含
む
Ｂ
の
段
落
も
多
く
、
27

段
落
96
行
で
あ
る
。

前
節
で
例
示
し
た
67
〜
74
行
（
第
26
・
27
段
落
）
は
Ａ
に
分
類
さ
れ
、

頭
語
も
末
語
も
な
く
完
全
な
文
章
で
は
な
い
が
、
願
文
類
の
文
章
の
一

部
分
と
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
55
行
（
第

18
段
落
）
は
字
数
が
そ
ろ
わ
な
い
が
対
句
風
の
構
成
で
、
Ｂ
に
分
類
さ
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れ
る
。
願
文
類
に
使
用
す
る
た
め
の
試
案
メ
モ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
他
に
も
、
38
〜
39
行
（
第
20
段
落
）、
253
行
（
第
68
段
落
）、
254
〜

255
行
（
第
69
段
落
）
な
ど
、
対
句
の
試
案
と
思
わ
れ
る
１
〜
２
行
の
書

き
込
み
が
散
見
す
る
。

九
世
紀
前
半
の
願
文
類
と
し
て
は
、『
性
霊
集
』
巻
第
七
・
八
に
空

海
の
願
文
・
表
白
・
達
嚫
文
が
残
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。『
枕
草
子
』「
文
は
」

に
「
願
文
、
表
、
博
士
の
申
文
（
奏
状
）」
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
、「
め

で
た
き
も
の
」
に
「
願
文
、
表
、
序
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

願
文
・
表
・
奏
状
・
序
は
、
平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
漢
文
の
中
の
主
要

な
文
章
で
あ
っ
た
と
い
う
（
（1
（

。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
筆
者
が
願
文
類

の
作
成
に
注
力
し
て
い
た
こ
と
は
、
Ａ
の
段
落
に
推
敲
の
痕
跡
が
多
い

こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
九
世
紀
前
半
の

願
文
類
創
作
の
実
態
を
伝
え
る
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

一
方
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
対
句
の
な
い
段
落
（
Ｃ
）
も
多

い
。
合
計
28
段
落
112
行
で
、
内
容
は
教
義
の
解
説
が
多
く
、
説
教
や
法

話
の
原
稿
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｃ
の
段
落
の
例
と
し
て
、「
辞
無
碍
解
（
詞
無
碍
解
）」
と
い
う
仏
教

語
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
第
20
章
段
（
140
行
〜
154
行
、
第
36
〜
38
段

落
）
を
挙
げ
る
。「
辞
無
碍
解
」
と
は
仏
菩
薩
の
持
つ
能
力
の
一
つ
で
、

あ
ら
ゆ
る
言
語
に
通
達
し
て
い
る
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
章
段
は
、

辞
無
碍
解
の
解
説
と
蓮
の
例
話
（
140
行
〜
145
行
）、
青
い
鳥
の
説
話

（
146
行
〜
150
行
）、
問
答
（
151
〜
154
行
）
の
三
つ
の
段
落
に
分
け
ら
れ
る
。

最
初
の
段
落
（
第
36
段
落
）
は
、
辞
無
碍
解
の
解
説
と
金
色
の
蓮
の

花
の
例
話
で
あ
る
。

140　

�

各
於
世
界　

講
説
正
法
者
詞
无
碍
解　

謂
大
唐　

新
羅　

日
本　

波
斯　

混
崘

141　

�

天
竺
人
集　

如
来
一
音
随
風
俗ノ
方
言
令
聞　

仮
令
⑲
→
此
当
国

方
言　

毛
人
方
言

142　

�

飛
騨
方
言　

東
国
方
言　

仮
令
対
飛
騨
国
人
而
飛
弾国詞
⑳
→
令

聞
←
⑳
而
説
云　

如
訳
語

143　

�

通
事
云　

仮
令
南
州
有
八
万
四
千
国　

各
方
言
別　

東
弗
等
三

州
准
之　

六
天

144　

�

←
⑲
対
大
唐
人
而
大
唐
詞
説　

他
准
之　
対
草
木
而
草
木
辞
而
説
者
金

色
蓮
華
千
茎フ
サ
本　

往
詣
仏
所

145　

�

七
匝
与
仏
物
申　

余
人
不
聞
知
唯
仏
聞
知給
ヒ
テ
　

俱
談カ
タ
ラ
ヒ
給
ヒ

答
花
所

申対
鳥
獣
而
鳥
獣
辞
而
説
　

 

者

各
世
界
ニ
於
テ
、
正
法
ヲ
講
説
ス
ル
ハ
、
詞
无
碍
解
ナ
リ
。
謂
ク
、

大
唐
、
新
羅
、
日
本
、
波
斯
、
混
崘
、
天
竺
ノ
人
集
レ
バ
、
如
来
ハ
一
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音
ニ
風
俗
ノ
方
言
ニ
随
ヒ
テ
聞
カ
令
メ
タ
マ
フ
。
仮タ
ト
ヘ令
バ
【
⑲
此
当
国

ノ
方
言
、
毛
人
ノ
方
言
、
飛
弾
ノ
方
言
、
東
国
ノ
方
言
、
仮
令
バ
飛
騨

国
ノ
人
ニ
対
ヒ
テ
ハ
、
飛
騨
国
ノ
詞
ヲ
モ
チ
テ
（
⑳
聞
カ
令
メ
テ
）、

説
キ
タ
マ
フ
云
。
訳
語
通
事
ノ
如
シ
云
。
仮
令
バ
南
州
ニ
八
万
四
千
国

ア
リ
、
各
方
言
別
ナ
リ
。
東
弗
等
ノ
三
州
ハ
之
ニ
准
フ
。
六
天
】
大
唐

ノ
人
ニ
対
ヒ
テ
ハ
、
大
唐
ノ
詞
ヲ
モ
チ
テ
説
キ
タ
マ
フ
。
他
ハ
之
ニ
准

フ
。
草
木
ニ
対
ヒ
テ
ハ
草
木
ノ
辞
ヲ
モ
チ
テ
説
キ
タ
マ
フ
。
金
色
ノ
蓮

華
千
茎フ
サ

ノ
本
ア
リ
。
仏
ノ
所
ニ
往
キ
詣
リ
テ
七
匝
シ
テ
仏
ト
物
申
シ
キ
。

余
人
ハ
聞
キ
知
ラ
ズ
。
唯
仏
ノ
ミ
聞
キ
知
リ
給
ヒ
テ
、
俱
ニ
談カ
タ
ラヒ

給
ヒ
、

花
ノ
申
ス
所
ニ
答
ヘ
タ
マ
フ
。
鳥
獣
ニ
対
ヒ
テ
ハ
、
鳥
獣
ノ
辞
ヲ
モ
説

キ
タ
マ
フ
ト
イ
ヘ
リ
。�

（
140
〜
154
行
）

ほ
と
ん
ど
仮
名
を
書
か
ず
、
簡
潔
な
変
体
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
。

辞
無
碍
解
の
能
力
の
あ
る
仏
は
、
ど
の
世
界
、
ど
の
国
の
言
葉
で
も

法
を
説
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
る
で
通
訳
の
よ
う
に
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ

の
方
言
で
説
法
を
す
る
。
草
木
に
は
草
木
の
言
葉
で
語
り
、
鳥
獣
に
は

鳥
獣
の
言
葉
で
語
る
。
金
色
の
蓮
華
千
茎
が
仏
に
詣
で
た
と
き
も
、
仏

は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
言
葉
で
花
と
語
り
合
っ
て
い
た
と
い
う
。

次
の
段
落
（
第
37
段
落
）
の
青
い
鳥
の
説
話
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文

稿
』
に
記
載
さ
れ
る
説
話
と
し
て
最
も
長
い
も
の
で
あ
る
（
（1
（

。

146　

�

初
時
教
時
五
百
青斑
鳥飛
来
聞
経
㉑
→　

大オ
ホ
サ小
如
雀　

鶏
鶴
双
伏
聞

法　

白
狗
聞

147　

�

経　

獼
猴
奉
蜜
物
申　

仏
与
彼
鳥
獣
詞
而
共
話
←
㉑
仏
説
畜
生

道
難多　

鳥
申
ク

148　

�

我
先
造
何
業
作
鳥　

仏
言
汝
等
昔
慳
貪
嫉
姤
深　

毘
波
尸
仏
時御　

国
王
儲
大无
遮

149　

�

会
汝
等
参
寺
見テ

物
ヲ
耳
不
奉
礼
仏　

不
聞
法
反　

慳
貪
嫉
姤
故
作

鳥　

詣
寺
故
今
日
値
遇
仏

150　

�

汝
等
聞
経
故
脱
鳥
身
生
天　

後
作
五
百
阿
羅
漢　

鳥
聞
仏
説　

乍
悲
乍
喜
以
上
云
云
ト

初
時
教
ノ
時
ニ
、
五
百
ノ
青
キ
斑
ア
ル
鳥
飛
ビ
来
リ
テ
経
ヲ
聞
ク
。

（
㉑
大オ
ホ
サ小

雀
ノ
如
シ
。
鶏
鶴
双
ビ
伏
シ
テ
法
ヲ
聞
ク
。
白
キ
狗
経
ヲ
聞

ク
。
獼
猴
、
蜜
ヲ
奉
リ
テ
物
申
ス
。
仏
ト
彼
ノ
鳥
獣
ノ
詞
ヲ
共
ニ
話
シ

タ
マ
フ
。）
仏
、
畜
生
道
ノ
難
多
キ
コ
ト
ヲ
説
キ
タ
マ
フ
。
鳥
申
サ
ク
、

我
先
ニ
何
ノ
業
ヲ
造
リ
テ
カ
鳥
ト
作
レ
ル
ト
イ
フ
。
仏
ノ
言
ハ
ク
、
汝

等
ハ
昔
、
慳
貪
ニ
シ
テ
嫉
姤
深
カ
リ
キ
故
ニ
鳥
ト
作
リ
キ
。
毗
波
尸
仏

ノ
御
時
ニ
、
国
王
、
无
遮
ノ
大
会
ヲ
儲
ケ
シ
ニ
、
汝
等
寺
ニ
参
レ
ド
モ
、

物
ヲ
ノ
ミ
見
テ
、
仏
ヲ
礼
シ
奉
ラ
ズ
シ
テ
、
法
ヲ
聞
カ
ズ
シ
テ
、
反
リ

テ
、
慳
貪
嫉
妬
ナ
ル
ガ
故
ニ
鳥
ト
作
レ
リ
。
寺
ニ
詣
リ
シ
ガ
故
ニ
、
今
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日
仏
ニ
値
遇
シ
タ
テ
マ
ツ
レ
リ
。
汝
等
経
ヲ
聞
ケ
ル
ガ
故
ニ
、
鳥
ノ
身

ヲ
脱
レ
テ
天
ニ
生
マ
レ
、
後
ニ
五
百
阿
羅
漢
ト
作
ラ
ム
ト
ノ
タ
マ
フ
。

鳥
、
仏
ノ
説
ヲ
聞
キ
テ
、
乍
イ
ハ
悲
シ
ビ
乍
イ
ハ
喜
ブ
云
云
ト
。
以
上
。

�

（
146
行
〜
150
行
）

「
辞
無
碍
解
」
の
能
力
を
備
え
て
あ
ら
ゆ
る
言
葉
を
理
解
す
る
仏
と
、

五
百
羽
の
青
い
小
鳥
た
ち
と
の
説
話
で
あ
る
。
片
仮
名
の
使
用
は
ご
く

少
な
く
、
会
話
を
主
体
に
し
て
簡
潔
に
筋
が
運
ば
れ
て
い
る
。

初
時
教
（
（1
（

の
時
に
、
鳥
や
獣
た
ち
が
集
ま
っ
て
法
を
聞
き
、
仏
は
畜
生

道
に
は
難
の
多
い
こ
と
を
説
教
し
た
。
雀
ほ
ど
の
大
き
さ
の
青
い
小
鳥

た
ち
は
、
な
ぜ
自
分
た
ち
は
畜
生
で
あ
る
鳥
と
し
て
生
ま
れ
た
か
と
尋

ね
た
。
仏
は
、
汝
ら
は
過
去
世
に
寺
に
詣
で
て
も
仏
に
礼
せ
ず
法
を
聞

か
ず
、
慳
貪
で
嫉
妬
深
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
教
え
た
。
し
か
し
今
、

仏
に
値
遇
し
、
経
を
聞
い
た
の
で
、
次
の
世
で
は
畜
生
道
を
逃
れ
て
天

に
生
ま
れ
、
後
に
五
百
の
阿
羅
漢
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
説
い
た
。
鳥
た

ち
は
仏
の
説
教
を
聞
い
て
、
悲
し
ん
だ
り
喜
ん
だ
り
し
た
。

聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
小
鳥
へ
の
説
教
を
思
い
起
さ
せ
る
説
話
で
あ

る
。
仏
伝
経
典
に
、
釈
迦
が
菩
提
樹
下
で
成
道
し
た
時
に
五
百
の
青
雀

が
飛
来
し
て
右
遶
し
た
と
あ
る
が（
（2
（

、
こ
の
説
話
は
説
か
れ
て
お
ら
ず
、

原
拠
は
未
見
で
あ
る
。
類
話
と
し
て
、『
雑
宝
蔵
経
』
巻
第
八
、『
賢
愚

経
』
巻
第
十
三
等
に
、
五
百
の
雁
が
仏
の
説
法
を
聞
き
、
猟
師
に
殺
さ

れ
た
後
に
忉
利
天
に
生
ま
れ
、
須
陀
洹
果
を
得
た
説
話
が
あ
る（
（2
（

。

説
話
に
続
く
問
答
の
段
落
（
第
38
段
落
）
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

151　

�

是
名
辞
无
碍
解　

何
ソイ
カ
ニ　

仏
知
一
切
衆
生
言
辞　

仏
昔
流

輪
六
道
生
死　

受
无

152　

�

不
ト
イ
フ
受
給
生　

宿
ヤ
ト
リ
給
タ
リ　

无
不
ト
イ
フ
宿
ヤ
ト
リ
給
所

153　

�

歴
生
皆
悉　

今
成
仏
得
宿
命
智
知
過
去　

得
詞
无
碍
解　

知
過

去
所
経
言
串
習

辞

154　

�

故
上
ハ
天
辞
中
ハ
人
辞
下至

蚑
ハ
フ
虫
辞
ニ
知
ヲ　

彼
カ
辞
㉒
→
而
同

彼
説
←
㉒
名
辞
无
碍
解

是
ヲ
辞
无
碍
解
ト
名
ヅ
ク
。
何イ
カ

ニ
ソ
仏
ハ
、
一
切
衆
生
ノ
言
辞
ヲ
知

リ
タ
マ
フ
ヤ
。
仏
ハ
昔
、
六
道
生
死
ニ
流
輪
シ
テ
、
受
ケ
給
ハ
ズ
ト
イ

フ
生
无
ク
受
ケ
給
ヒ
、
宿ヤ
ド

リ
給
ハ
ズ
ト
イ
フ
所
ナ
ク
宿
リ
給
ヒ
タ
リ
。

生
ヲ
歴
シ
コ
ト
皆
悉ツ
ク

シ
タ
リ
。
今
、
仏
ト
成
リ
テ
宿
命
智
ヲ
得
テ
、
過

去
ヲ
知
レ
リ
。
詞
无
碍
解
ヲ
得
テ
、
過
去
ニ
経
シ
所
ノ
串
習
、
言
辞
ヲ

知
レ
ル
ガ
故
ニ
、
上
ハ
天
ノ
辞
、
中
ハ
人
ノ
辞
、
下
ハ
蚑ハ

フ
虫
ノ
辞
ニ

至
ル
マ
デ
彼
ガ
辞
ヲ
知
ル
ヲ
、（
㉒
彼
ト
同
ジ
ク
説
キ
タ
マ
フ
）
辞
无

碍
解
ト
名
ヅ
ク
。�

（
151
行
〜
154
行
）
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仏
は
宿
命
智
通
と
い
う
神
通
力
を
備
え
て
い
る
た
め
、
自
分
が
六
道

を
輪
廻
転
生
し
た
時
の
こ
と
を
全
て
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
あ

ら
ゆ
る
衆
生
の
言
葉
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
段
落
に

は
片
仮
名
が
多
く
書
き
込
ま
れ
、
補
助
動
詞
「
給
フ
」
も
使
わ
れ
、
滞

り
な
く
読
め
る
日
本
語
文
と
な
っ
て
い
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
問
答
形
式
の
文
章
が
十
か
所
あ
る
。「
段

落
一
覧
」
の
「
備
考
」
欄
に
「
問
答
」
と
書
い
て
あ
る
段
落
で
、
ほ
と

ん
ど
が
対
句
を
用
い
な
い
文
体
（
Ｃ
）
で
あ
る
。
問
の
部
分
は
簡
潔
で
、

答
が
教
義
や
仏
教
語
の
解
説
と
な
っ
て
い
る
。
平
易
な
言
葉
に
よ
る
解

説
が
多
い
た
め
、
学
僧
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
る
議
論
で
は
な
く
、
法
会

の
次
第
の
一
つ
と
し
て
聴
衆
に
聞
か
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

う
。
ほ
と
ん
ど
の
問
答
の
段
落
、
特
に
答
の
文
章
に
仮
名
が
多
く
書
き

込
ま
れ
て
い
る
。
聴
衆
が
耳
で
聞
い
て
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
口
語

に
近
い
文
章
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
は
、
対
句
ま
た
は

対
句
に
近
い
句
を
含
ん
で
構
成
さ
れ
る
文
体
の
段
落
（
Ａ
・
Ｂ
）
と
、

対
句
の
な
い
文
体
の
段
落
（
Ｃ
）
に
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

Ａ
・
Ｂ
は
原
則
的
に
願
文
類
の
文
章
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
の
段
落
の
中

で
も
、
ほ
と
ん
ど
変
体
漢
文
の
ま
ま
の
段
落
と
、
片
仮
名
を
多
く
書
き

込
ん
だ
段
落
に
分
け
ら
れ
る
。
説
話
は
仮
名
が
少
な
い
変
体
漢
文
で
記

さ
れ
、
問
答
は
仮
名
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
所
々
に
み
ら
れ
る
仏
伝
は
、

短
文
や
語
句
の
み
の
段
落
（
Ｄ
）
が
多
く
、「
護
明
云　

白
象
云　

右
脇

云
」（
158
行
）
な
ど
の
よ
う
に
、
語
句
を
並
べ
る
書
き
方
を
し
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
仏
伝
は
筆
者
が
語
り
慣
れ
て
い
た
た
め
、
キ
ー

ワ
ー
ド
を
書
く
だ
け
で
十
分
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
ヲ
コ
ト
点
と
朗
読
（
80
〜
122
行
）

最
長
の
章
段
で
あ
る
第
17
章
段
（
80
〜
122
行
、
第
29
〜
31
段
落
）
に

は
、
墨
書
の
上
に
朱
筆
で
仮
名
（
傍
書
）・
ヲ
コ
ト
点
・
返
り
点
・
句

切
り
点
・
連
絡
線
な
ど
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文

稿
』
の
ヲ
コ
ト
点
は
朱
書
の
こ
の
部
分
だ
け
で
あ
る
。
中
田
祝
夫
は
、

ヲ
コ
ト
点
は
喜
多
院
点
に
近
い
特
殊
点
で
、
句
読
点
・
区
切
り
点
が
多

く
返
り
点
が
雑
多
な
こ
と
な
ど
か
ら
、「
古
拙
の
時
代
の
相
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
（
（2
（

。

父
母
追
善
供
養
の
文
章
で
、
95
行
と
100
行
の
あ
と
に
そ
れ
ぞ
れ
１
行

分
ほ
ど
の
空
白
が
あ
り
、
三
段
落
に
分
か
れ
て
い
る
。

一
段
落
目
（
80
〜
95
行
、
第
29
段
落
）
は
、「
旦
主
某
甲
」
が
薬
師

如
来
を
本
尊
と
す
る
法
会
を
行
う
こ
と
を
述
べ
、
父
母
と
三
宝
の
恩
の

尊
さ
を
讃
え
て
い
る
。
二
段
落
目
（
96
〜
100
行
、
第
30
段
落
）
は
、
旦
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主
は
山
林
修
行
に
励
ん
で
い
た
が
、
そ
の
間
に
も
父
母
を
慕
い
続
け
、

と
う
と
う
帰
郷
し
た
と
い
う
、
旦
主
の
事
情
と
孝
心
を
述
べ
る
。
三
段

落
目
（
101
〜
122
行
、
第
31
段
落
）
は
、
前
半
は
無
常
の
理
に
つ
い
て
述

べ
、
後
半
は
薬
師
如
来
を
讃
嘆
し
、
父
母
の
冥
福
と
衆
生
の
福
楽
を
祈

願
す
る
。
願
文
類
の
文
章
と
し
て
構
成
が
ほ
ぼ
整
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。「

旦
主
某
甲
」（
80
行
）、「
父
以
某
年
月
日
長
逝
、
母
氏
以
某
年
月
日

没
逝
」（
118
行
）
と
、
個
人
を
特
定
し
な
い
書
き
方
を
し
て
い
る
。
し

か
し
、
二
段
落
目
に
は
旦
主
の
個
人
的
な
事
情
が
書
か
れ
て
い
る
た
め
、

例
文
案
で
は
な
く
実
際
の
法
会
で
使
用
す
る
た
め
に
執
筆
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

一
段
落
目
の
81
行
に
「
法
華
一
乗
経
」「
奉
仕
八
講
法
会
」
と
あ
り
、

法
華
八
講
を
設
け
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
法
会
の
本
尊
は
『
法

華
経
』
の
教
主
釈
迦
如
来
で
は
な
く
薬
師
如
来
で
あ
る
。「
四
恩
」「
父

母
の
恩
」
を
述
べ
た
後
、
87
〜
91
行
に
孝
子
の
名
を
十
名
以
上
連
ね
て

お
り
、
儒
教
に
結
び
付
い
た
報
恩
思
想
の
受
容
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
（
（2
（

。

冒
頭
の
三
行
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
赤
字
の
平
仮
名
は
ヲ
コ
ト
点
で
、

赤
字
の
読
点
は
切
点
を
示
す
。（
図
２
参
照
）

80　

�

今
日
旦
主
某
甲
、
掃ハ

灑ソ

三
尊
の
福
庭
を
、
荘
厳
四
徳
の
寶
殿
を
、

⑫
→
薬
師
如
来
ヲ
敬謹　

心
内
ニ
法

81　

�

華
一
経（
マ
マ
）乗　

堪
能ノ

供
具
ヲ
捧
三
業
之
頂　

←
⑫
供
養
薬
師
如
来

を
、
講
奉
仕
八

之
法
会
志

図2（80〜 95行）
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82　
�

者
云
、
夫
⑬
→
報
恩
高
行
←
⑬
世
雄
之
尊
徳
ハ
、
魏
々
難
量
測
、

大
乗
之
妙
典
は
、
蕩
カ々
タ
シ牢叵

レ 

双ナ
ラ
フ

こ

ク
ラ
ヘ

と
、

80
〜
82
行
の
中
に
朱
筆
で
二
本
の
連
絡
線
⑫
⑬
が
引
か
れ
て
お
り
、

連
絡
線
の
始
点
と
終
点
で
挟
ま
れ
た
部
分
に
は
、
朱
筆
の
書
き
入
れ
が

な
い
。
122
行
ま
で
に
合
計
７
本
の
朱
の
連
絡
線
が
引
か
れ
て
い
る
が
、

す
べ
て
同
様
で
あ
る
。

82
行
の
「
量
」「
叵
」「
ク
ラ
ヘ
」
に
朱
筆
で
訂
正
線
が
引
か
れ
て
い

る
。
墨
筆
で
「
双
」
に
「
ク
ラ
ヘ
・
ナ
ラ
フ
」
の
両
訓
を
書
い
て
い
た

も
の
を
、「
ク
ラ
ヘ
」
を
消
し
て
「
ナ
ラ
フ
」
を
採
用
し
て
い
る
。
朱

の
加
筆
の
段
階
で
も
文
章
を
推
敲
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

83
行
か
ら
は
、
雪
山
童
子
や
薩
埵
王
子
な
ど
の
仏
の
前
生
譚
を
対
句

で
列
挙
し
て
お
り
、
80
〜
82
行
か
ら
引
き
続
い
て
駢
儷
体
の
文
章
で
あ

る
。83　

�

是
以
、
世
間
出
世
ニ
難ク

値
こ
と
難キ

は
レ
聴
こ
と
、
无
上
尊
ノ
教

ナ
リ
な
り
（
（2
（

、
天
上
天
下
に
最
勝
最
尊
坐
こ
と
は
、
三
寶
ノ

84　

�

境
界
ナ
リ
な
り
、
是
以
雪
山
之童
子
ハ大
土
ハ　

為
に
二
八
字
一
命
を
施セ
リ

羅
刹
、
薩
埵
王
子
ハ　

為
二
菩
提
一
身
を

85　

�

捨
二
飢
虎
一
、　

四
恩
中
に
難ク

報
難
は
レ
窮
者　

不
レ
過
二
父
母
之

恩
に
は
一
、　

所
以　

須
闡
太
子
ハ
割ホ
フ

二

86　

�

身
ヲ
一
済給
ヒ

二
父
母
カ
命ミ
一
、
忍
辱
太
子
は
穿
て
レ
眼
ヲ　

療イ
ヤ

り
二　

父ノ
公

病ミ
一
、（
以
下
略
）

日
本
語
の
語
順
に
な
っ
て
い
る
「
命
を
施
セ
リ
羅
刹
」（
84
行
）
を
除

い
て
、
ほ
ぼ
全
て
に
返
り
点
が
打
た
れ
て
い
る
。
連
絡
線
の
中
を
除
い

て
、
書
き
入
れ
の
通
り
に
読
み
下
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
平
仮
名

は
ヲ
コ
ト
点
で
、（　

）
内
は
書
き
入
れ
が
な
く
補
読
し
た
文
字
で
あ

る
。

今
日
、
旦
主
某
甲
、
三
尊
の
福
庭
を
掃ハ（
ラ
）（

ヒ
）
灑ソ（
ソ
）（

キ
）、
四
徳

の
寶
殿
を
荘
厳
（
ス
）。
薬
師
如
来
ヲ
供
養
（
シ
）、
八
講
ノ
法
会

（
ニ
）
奉
仕
（
セ
ム
ト
）
志
ス
ハ
云
。
夫
（
レ
）
世
雄
ノ
尊
徳
ハ
、

魏
々
（
ト
シ
テ
）
測
（
ル
コ
ト
）
難
（
シ
）。
大
乗
ノ
妙
典
は
、

蕩
々
（
ト
シ
テ
）
双ナ
ラ

ブ
（
ル
）
こ
と
牢カ
タ

シ
。

　

是
（
ヲ
）
以
（
テ
）、
世
間
出
世
ニ
値
フ
こ
と
難
ク
、
聴

（
ク
）
こ
と
難
キ
は
、
无
上
尊
ノ
教
な
り
。
天
上
天
下
に
最
勝
最

尊
（
ニ
）
坐
（
ス
）
こ
と
は
、
三
寶
ノ
境
界
な
り
。
是
（
ヲ
）
以

（
テ
）、
雪
山
童
子
ハ
、
八
字
（
ノ
）
為
に
命
を
羅
刹
（
ニ
）
施
セ

リ
。
薩
埵
王
子
ハ
、
菩
提
（
ノ
）
為
（
ニ
）
身
を
飢
虎
（
ニ
）
捨
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（
テ
タ
リ
）。
四
恩
（
ノ
）
中
に
報
（
イ
）
難
ク
窮
（
メ
）
難

（
キ
）
は
、
父
母
（
ノ
）
恩
に
は
過
（
ギ
）
ズ
。
所
以
（
ニ
）、
須

闡
太
子
ハ
身
ヲ
割ホ
フ

（
リ
テ
）
父
母
ガ
ミ
命
（
ヲ
）
済ス
ク

（
ヒ
）
給
ヒ
、

忍
辱
太
子
は
眼
ヲ
穿
（
チ
）
て
、
父
ノ
公
（
ノ
）
ミ
病
を
療イ
ヤ

（
セ
）
り
。�

�

（
80
〜
86
行
）

語
の
読
み
だ
け
で
は
な
く
、
語
序
や
句
の
切
れ
目
が
朱
の
返
り
点
や

句
読
点
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
確
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
迷
わ
ず
に
読
み

下
す
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
お
そ
ら
く
、
事
前
に
墨
筆
で
作
文
し
た

原
稿
に
、
実
際
に
朗
読
を
す
る
段
階
に
な
っ
て
朱
筆
で
加
点
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

漢
文
は
、
片
仮
名
を
駆
使
し
て
一
語
一
語
の
読
み
か
た
を
示
し
て
も
、

日
本
語
文
と
し
て
読
み
下
す
た
め
に
は
、
句
の
切
れ
目
や
述
語
目
的
語

等
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

朱
筆
で
細
か
く
書
き
込
ま
れ
た
句
切
り
点
や
返
り
点
な
ど
は
、
法
会
で

流
暢
に
朗
読
す
る
た
め
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
、
文
案
を
書
き
留
め
る
だ
け
で
は
な
く
、

法
会
で
そ
の
ま
ま
朗
読
台
本
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
願
文
類
と
し
て
奉
納
す
る
場
合
に
は
、
新
し
い
料
紙
に
あ

ら
た
め
、
訓
点
の
な
い
漢
文
を
浄
書
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

五
、
朗
読
と
「
け
り
」
文
（
211
〜
227
行
）

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
は
基
本
的
に
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
も

の
の
、
こ
の
文
献
の
特
徴
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
語
以
外
の
語

彙
や
用
法
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
（2
（

。

も
っ
と
も
非
訓
読
的
な
調
子
が
強
い
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
誓
詞

通
用
」
の
見
出
し
の
あ
る
211
〜
227
行
（
第
60
段
落
）
で
あ
る
。
願
文
類

の
文
章
で
、「
我
ガ
父
母
」
と
施
主
の
立
場
で
、
亡
き
父
母
の
恩
と
追

慕
の
情
を
駢
儷
体
の
構
成
で
述
べ
て
い
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
で

使
用
さ
れ
て
い
る
助
動
詞
「
け
り
」
七
例
は
、
す
べ
て
こ
の
段
落
に
含

ま
れ
て
お
り
、
敬
語
や
係
助
詞
「
ぞ
（
そ
）」「
こ
そ
」
も
多
用
さ
れ
て

い
る
。誓

詞
通
用

　

我
ガ
父
母
ヲ
思オ
モ
ヒ惟
ミ
レ
バ
、
寒イ
テ

ヲ
忍
ビ
、
熱
キ
ヲ
忍
ビ
給
ヒ
、

我
等
ニ
代
リ
テ
苦
シ
キ
目
ヲ
受
ケ
、
朝
夕
ニ
ハ
哭
キ
叫サ
ケ

ブ
音
ヲ
ノ

ミ
聞
カ
令
メ
奉
リ
、
御
胸
情
ヲ
ノ
ミ
煮
砕
キ
タ
テ
マ
ツ
タ
リ
。
吉

キ
人
ノ
如
ク
我
等
ヲ
思
ホ
シ
テ
、
大
臣
ナ
ラ
ズ
云
。
后
ナ
ラ
ズ
云
。
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太
子
ナ
ラ
ズ
云
。
仏
ナ
ラ
ズ
云
。
寒
シ
ト
申
セ
バ
脱
ギ
テ
給
ヒ
シ

（
㉛
父
公
ハ
、
我
ハ
着
ズ
ト
モ
我
子
ニ
ヲ
着
セ
ム
ト
ゾ
ノ
タ
マ
ヒ

ケ
ル
。）
飢ヤ
ワ

シ
ト
申
セ
バ
分ワ

ケ
テ
給
ヒ
シ
／
ヒ
タ
リ
シ
／
（
㉜
母

氏
ハ
、
我
ハ
食
ハ
ズ
ト
モ
我
子
ニ
ヲ
給
ハ
ム
ト
ゾ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ

ル
。）
父
公
ガ
摩カ

キ
給
ヒ
シ
頭
ハ
、
父
公
坐
サ
ネ
バ
摩
キ
（
給

フ
）
人
モ
无
シ
。
母
氏
ガ
整ツ
ク
ロヒ
給
ヒ
シ
儀
ハ
、
母
氏
坐
サ
ネ
バ
、

整
フ
人
モ
无
シ
。【
㉝
見
レ
ド
モ
見
レ
ド
モ
飽
キ
足
ラ
ハ
ヌ
モ
ノ

ハ
、
父
公
ガ
愛メ
グ
ラニ

念オ
モ

ホ
セ
リ
シ
御ミ
カ
ホ貌

ナ
リ
。
聞
ケ
ド
モ
聞
ケ
ド
モ

飽
カ
ヌ
モ
ノ
ハ
、
母
氏
ガ
我
ガ
子
ト
召
シ
シ
御
音
ナ
リ
云
。
屯
輪

摩
ガ
琴
モ
（
㉞
麗
シ
ト
雖
モ
）、
父
公
ガ
慈
シ
ビ
ノ
麗
シ
キ
ニ
益ス

ギ
メ
ヤ
。
輪
王
ノ
裘
モ
（
㉟
雖
モ
）
母
氏
ガ
悲
シ
ビ
ノ
厚
キ
ニ
益

ギ
メ
ヤ
云
々
。】
大
悲
ノ
芳
シ
キ
懐
ヲ
昼
夜
ノ
眠
ル
所
ト
シ
、
大
恩

ノ
両
ノ
膝
ヲ
朝
夕
ノ
遊
ビ
ノ
庭
ト
セ
リ
。
慈
シ
ビ
ヲ
含
ミ
テ
相
ヒ

咲ヱ
マ

ヒ
タ
マ
ヒ
シ
紅
ノ
貌ミ
カ
ホヲ
モ
、
今
モ
見
テ
シ
カ
モ
ヤ
。
首
ヲ
撫
デ

背
ヲ
叩
キ
給
ヒ
ツ
ツ
、

オ
モ
シ
ロ怜

シ
ト
ノ
タ
マ
ヒ
シ
音ミ
コ
ヱヲ

モ
、
今
モ
聞

キ
テ
シ
カ
モ
ヤ
。
鳥
獣
ス
ラ
祖
ヲ
見
テ
ハ
喜
ブ
ル
物
ヲ
、
父
君
ヲ

覲ミ

奉
ラ
ズ
シ
テ
久
シ
ク
ゾ
成
リ
ケ
ル
。
母
氏
ヲ
聞
キ
奉
ラ
ズ
シ
テ
、

年
月
ゾ
歴
ケ
ル
。（
㊱
雨ア
メ
ノ

々ア
メ
フリ
風
吹
ク
時
ニ
モ
、
父
君
シ
坐
セ
バ

物
モ
思
ハ
ズ
、
露
霜
置
キ
、）
彩ウ
ル
ハシ

ク
坐
ス
可
キ
団ダ
ニ

孌リ
ニ

ノ
紅
ノ
貌
ミ
カ
ホ

ハ
、
吾
ガ
曹
ト
モ
ガ
ラニ
由
リ
テ
ゾ
麻
影
ニ
成
リ
タ
マ
ヒ
タ
ル
。
安
ラ
カ
ニ

坐
ス
ベ
キ
柔
軟
ノ
玉
ノ
胸ミ

ム
ネハ
、
我
等
ニ
由
リ
テ
ゾ
干カ
ラ

山ヤ
マ

ニ
成
リ
タ

マ
ヒ
タ
ル
。（
㊲
霜
ノ
暁
ア
カ
ト
キ、

雪
ノ
夕
ニ
ハ
、
父
公
シ
坐
セ
バ
物
モ

念
ハ
ズ
、
雨
降
リ
風
吹
ク
時
ニ
モ
、
母
氏
シ
坐
セ
バ
憂
ヘ
モ
无

シ
。）
万
ノ
物
ノ
子
、
愛ム

ツ
ミ
カ
タ
シ
ト
雖
モ
、
父
公
ハ
愛ム

ツ
ミ

カ
タ
シ
ト
モ
宣
ハ
ズ
。
一
ノ
利
モ
无
キ
子
ド
モ
等
ヲ
コ
ソ
愛
シ
ト

ハ
宣
ヒ
ケ
レ
。
千
ノ
珎
有
リ
ト
雖
モ
、
母
氏
ハ
珎
ト
モ
宣
ハ
ズ
。

愚オ
ロ
カニ

癡
カ
タ
ク
ナナ

ル
子
ド
モ
等
ヲ
コ
ソ
珎
ト
ハ
宣
ヒ
ケ
レ
云
々
。

�

（
211
〜
227
行
）

こ
の
段
落
に
は
、『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
報
恩
品
の
影
響
が
認
め

ら
れ
る
（
（2
（

。『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
は
元
和
五
年
（
弘
仁
元
年
、
八
一

〇
）
の
漢
訳
で
あ
る
た
め
、
こ
の
段
落
は
そ
れ
が
日
本
に
伝
来
し
て
以

降
の
創
作
で
あ
る
。『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
報
恩
品
は
、
四
恩
（
父

母
・
衆
生
・
国
王
・
三
宝
）
を
説
い
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

特
に
父
母
の
恩
に
つ
い
て
詳
説
し
て
お
り
、
父
母
追
善
や
祖
先
供
養
が

盛
ん
な
日
本
仏
教
界
に
お
い
て
、
伝
来
早
々
に
流
布
し
た
も
の
と
想
像

さ
れ
る
。

次
の
文
は
『
心
地
観
経
』
を
典
拠
と
す
る
例
で
あ
る
。

母
上
味
を
得
れ
ば
先
づ
其
の
子
に
与
へ
、
珍
妙
の
衣
服
も
亦
復
是
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の
如
し
。�

（『
心
地
観
経
』
巻
第
二
）

飲
食
も
湯
薬
も
妙
な
る
衣
服
も
、
子
を
先
に
し
て
母
後
な
る
を
常

則
と
為
す
。�

（
同
、
巻
第
三
）

寒
シ
ト
申
セ
バ
脱
ギ
テ
給
ヒ
シ
（
㉛
父
公
ハ
、
我
ハ
着
ズ
ト
モ
我

子
ニ
ヲ
着
セ
ム
ト
ゾ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
。）
飢ヤ
ワ

シ
ト
申
セ
バ
分ワ

ケ
テ

給
ヒ
シ
／
ヒ
タ
リ
シ
／
（
㉜
母
氏
ハ
、
我
ハ
食
ハ
ズ
ト
モ
我
子
ニ

ヲ
給
ハ
ム
ト
ゾ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
。）�

（
213
〜
214
行
）

次
の
文
も
『
心
地
観
経
』
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

母
の
胸
憶
を
以
て
而
も
寝
処
と
為
し
、
左
右
の
膝
上
常
に
遊
履
を

為
す
。�

（『
心
地
観
経
』
巻
第
二
）

大
悲
ノ
芳
シ
キ
懐
ヲ
昼
夜
ノ
眠
ル
所
ト
シ
、
大
恩
ノ
両
ノ
膝
ヲ
朝

夕
ノ
遊
ビ
ノ
庭
ト
セ
リ
。

�

（
218
〜
219
行
）

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
経
文
の
語
句
を

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
報
恩
品
の
文
意
の
み
を
取
り
入
れ

て
、
新
た
な
表
現
に
置
き
換
え
て
い
る
。
筆
者
の
独
創
性
が
強
く
感
じ

ら
れ
る
段
落
で
、「
我
ガ
父
母
ヲ
思オ
モ
ヒ惟
ミ
レ
バ
」
と
一
人
称
で
語
ら
れ

る
父
母
へ
の
慕
情
を
効
果
的
に
表
現
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
訓
読
調
の
218
〜
219
行
の
後
に
、

慈
シ
ビ
ヲ
含
ミ
テ
相
ヒ
咲ヱ

マ

ヒ
タ
マ
ヒ
シ
紅
ノ
貌ミ
カ
ホヲ
モ
、
今
モ
見
テ

シ
カ
モ
ヤ
。
首
ヲ
撫
デ
背
ヲ
叩
キ
給
ヒ
ツ
ツ
、
オ
モ
シ
ロ怜
シ
ト
ノ
タ
マ

ヒ
シ
音ミ
コ
ヱヲ

モ
、
今
モ
聞
キ
テ
シ
カ
モ
ヤ
。�

（
219
〜
220
行
）

と
、
終
助
詞
「
て
し
か
も
や
」
を
用
い
て
追
慕
の
感
情
を
表
す
。
そ

の
後
、「
ぞ
（
そ
）
―
け
る
」、「
ぞ
（
そ
）
―
た
ま
ひ
た
る
」、「
こ
そ

―
け
れ
」
の
係
り
結
び
が
続
く
。

鳥
獣
ス
ラ
祖
ヲ
見
テ
ハ
喜
ブ
ル
物
ヲ
、
父
君
ヲ
覲ミ

奉
ラ
ズ
シ
テ
久

シ
ク
ゾ
成
リ
ケ
ル
。
母
氏
ヲ
聞
キ
奉
ラ
ズ
シ
テ
、
年
月
ゾ
歴
ケ
ル
。

（
連
絡
線
㊱
内
省
略
）

彩ウ
ル
ハシ

ク
坐
ス
可
キ
団ダ
ニ

孌リ
ニ

ノ
紅
ノ
貌ミ
カ
ホハ

、
吾
ガ
曹
ト
モ
ガ
ラニ

由
リ
テ
ゾ
、
麻

影
ニ
成
リ
タ
マ
ヒ
タ
ル
。
安
ラ
カ
ニ
坐
ス
ベ
キ
柔
軟
ノ
玉
ノ
胸ミ
ム
ネハ
、

我
等
ニ
由
リ
テ
ゾ
、
干カ
ラ

山ヤ
マ

ニ
成
リ
タ
マ
ヒ
タ
ル
。（
連
絡
線
㊲
内

省
略
）

万
ノ
物
ノ
子
、
愛ム

ツ
ミ
カ
タ
シ
ト
雖
モ
、
父
公
ハ
愛ム

ツ
ミ
カ
タ
シ

ト
モ
宣
ハ
ズ
。
一
ノ
利
モ
无
キ
子
ド
モ
等
ヲ
コ
ソ
、
愛
シ
ト
ハ
宣



17　『東大寺諷誦文稿』の文体について─附・『東大寺諷誦文稿』段落一覧─

ヒ
ケ
レ
。
千
ノ
珎
有
リ
ト
雖
モ
、
母
氏
ハ
珎
ト
モ
宣
ハ
ズ
。
愚オ
ロ
カニ

癡カ
タ
ク
ナナ

ル
子
ド
モ
等
ヲ
コ
ソ
、
珎
ト
ハ
宣
ヒ
ケ
レ
云
々
。

�

（
220
〜
227
行
）

こ
の
文
章
の
読
み
手
は
法
会
の
聴
衆
を
前
に
、
係
助
詞
「
ぞ

（
そ
）」「
こ
そ
」
を
は
さ
み
こ
ん
で
、
一
句
一
句
、
情
感
を
高
め
な
が

ら
読
み
上
げ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

非
訓
読
語
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
章
段
で
あ
る
が
、
基
調
に
あ
る

の
は
駢
儷
体
の
漢
文
で
あ
る
。『
心
地
観
経
』
を
翻
案
し
て
文
章
を
作

成
し
、
非
訓
読
語
を
取
り
混
ぜ
て
訓
読
し
て
い
る
。
学
問
の
場
で
漢
籍

や
仏
典
の
訓
読
を
す
る
際
に
は
、
訓
読
語
と
非
訓
読
語
の
位
相
の
違
い

は
無
意
識
に
も
意
識
的
に
も
守
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
法

会
な
ど
の
朗
読
の
場
で
は
そ
の
垣
根
が
比
較
的
ゆ
る
や
か
で
、
新
し
い

表
現
の
工
夫
が
許
容
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

『
竹
取
物
語
』
は
最
古
の
仮
名
文
学
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
阪

倉
篤
義
は
、『
竹
取
物
語
』
に
お
い
て
、「
け
り
」
止
め
の
非
訓
読
文
的

性
格
の
文
章
が
、
訓
読
文
的
性
格
の
文
章
を
包
む
と
い
う
形
で
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

「
き
」
が
、
過
去
の
事
象
を
そ
れ
と
し
て
主
観
的
に
回
想
す
る
態

度
を
表
は
す
に
対
し
て
、「
け
り
」
は
む
し
ろ
過
去
の
（
あ
る
い

は
過
去
か
ら
の
）
事
象
を
、
あ
る
程
度
客
観
視
し
て
、
こ
れ
を
常

に
現
在
と
の
関
連
と
い
ふ
立
場
に
お
い
て
な
が
め
よ
う
と
す
る
態

度
を
示
す
と
い
っ
て
も
よ
か
ら
う
。
そ
れ
が
、
あ
る
事
柄
を
、
前

か
ら
さ
う
で
あ
つ
た
の
に
今
初
め
て
気
づ
い
た
、
と
い
ふ
形
で
述

べ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
現
在
の
感
動
が
こ
め

ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
（
（2
（

。

『
竹
取
物
語
』
の
作
者
は
、
物
語
の
輪
郭
を
、
物
語
る
に
ふ
さ
わ
し

い
「
な
む
…
け
る
」「
ぞ
…
け
る
」
と
い
う
形
式
の
文
で
描
き
、
そ
の

枠
付
の
中
に
、
男
性
で
あ
る
作
者
が
用
い
な
れ
た
訓
読
文
的
性
格
の
文

章
で
筋
の
展
開
を
写
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

竹
取
物
語
に
お
け
る
、
以
上
の
よ
う
な
二
重
的
な
構
造
は
、
恐
ら

く
こ
の
物
語
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
以
来

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
成
立
の
年
代
を
正
確
に
言
う
こ
と
は
依

然
と
し
て
不
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
だ
天
安
・
貞
観
（
八
五

七
―
八
七
六
）
以
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
東
大
寺
諷
誦
文
稿
に

も
、
既
に
右
の
よ
う
な
両
文
体
を
共
に
用
い
て
文
章
が
創
作
0

0

さ
れ

て
い
る
事
実
は
、
記
憶
し
て
お
い
て
よ
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
（
（2
（

。

阪
倉
の
指
摘
の
通
り
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
も
、
非
訓
読
的
性

格
の
文
と
訓
読
文
的
性
格
の
文
と
の
「
二
重
的
な
構
造
」
が
認
め
ら
れ
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る
。
非
訓
読
文
的
文
章
と
し
て
、
前
掲
の
211
〜
227
行
（
第
60
段
落
）
が

筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
。「
け
り
」
を
使
用
し
た
情
感
的
な
文
章
で
あ
る
。

も
う
一
方
の
訓
読
文
的
性
格
の
文
章
は
、
第
三
節
で
と
り
上
げ
た
青
い

鳥
の
説
話
（
140
行
〜
154
行
、
第
37
段
落
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
仮
名
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
に
変
体
漢
文
で
記
さ
れ
て
お
り
、
簡
潔

に
訓
読
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
筆
者
も
、

『
竹
取
物
語
』
の
作
者
同
様
に
、
非
訓
読
的
な
文
体
と
、
筋
の
展
開
を

叙
述
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
訓
読
文
的
な
文
体
を
、
文
章
の
内
容
や
目
的

に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
た
。
早
く
も
、
天
長
承
和
年
間
頃
と
思
わ
れ

る
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
お
い
て
、
仮
名
物
語
の
時
代
を
迎
え
る
準

備
が
始
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
と
『
竹
取
物
語
』
は
、
成
立
時
期
に
も
内
容

に
も
隔
た
り
が
あ
る
。
両
者
に
共
通
点
を
求
め
る
と
し
た
ら
、
朗
読
さ

れ
た
文
章
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
玉
上
琢
弥
に
よ
れ
ば
、

『
源
氏
物
語
』
以
前
の
昔
物
語
の
作
者
は
漢
学
者
で
あ
り
、
読
み
手
は

女
房
た
ち
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
、
作
者
が
漢
学
の
素
養
の
あ
る
女
房
達

に
移
っ
た
が
、「
う
ち
の
う
へ
の
源
氏
の
物
語
人
に
よ
ま
せ
給
ひ
つ
ゝ

き
こ
し
め
し
け
る
に
」（『
紫
式
部
日
記
』）
と
い
う
の
が
物
語
の
本
当

の
楽
し
み
方
で
、「
耳
を
通
し
て
楽
し
む
、
そ
れ
も
人
に
よ
ま
せ
て
き

く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
は
じ
め
て
物
語
り
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
い

う
（
（2
（

。そ
も
そ
も
、
漢
文
の
訓
読
は
音
読
・
朗
読
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。

朗
読
さ
れ
た
文
章
は
、
声
と
耳
を
通
じ
て
複
数
の
人
々
に
享
受
さ
れ
る
。

漢
風
文
化
の
興
隆
は
、
同
時
に
朗
読
文
化
の
勃
興
で
も
あ
る
と
い
え
よ

う
。
学
問
の
場
も
、
仏
事
法
会
も
、
女
房
達
が
集
う
後
宮
も
、
朗
読
が

お
こ
な
わ
れ
る
場
で
あ
り
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
々
は
す
べ
て
文

章
の
享
受
者
で
あ
る
。
聞
き
手
の
反
応
は
、
文
章
の
作
成
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
漢
文
訓
読
文
が
非
訓
読
語
を
取
り
込
み
、

和
文
（
仮
名
文
）
へ
と
展
開
し
て
い
く
過
程
に
は
、
お
そ
ら
く
平
安
初

期
に
始
ま
る
朗
読
の
流
行
が
関
与
し
て
い
た
も
の
と
想
像
す
る
。

六
、
お
わ
り
に

九
世
紀
は
、
知
識
と
論
理
を
漢
文
に
学
び
、
訓
読
と
朗
読
に
よ
っ
て

日
本
語
の
文
章
を
修
練
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。

萬
葉
歌
の
時
代
か
ら
、
韻
文
に
お
い
て
は
「
漢
詩
」
に
対
し
て
「
和

歌
」
が
あ
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
て
お
り
、
文
芸
に
お
け
る
「
漢
」
と

「
和
」
の
対
比
概
念
が
確
立
し
て
い
た
。
し
か
し
、
散
文
に
お
い
て
は
、

萬
葉
後
期
の
山
上
憶
良
や
大
伴
旅
人
ら
に
よ
る
和
漢
融
合
の
作
品
で
あ

っ
て
も
、
序
な
ど
の
文
章
は
必
ず
漢
文
の
役
割
で
あ
っ
た
。
萬
葉
仮
名
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で
和
語
を
連
ね
る
だ
け
で
は
、
構
成
と
〝
あ
や
〟
を
そ
な
え
た
「
文

章
」
と
は
な
ら
な
い
。
長
い
間
、「
文
章
」
と
は
漢
文
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
よ
う
や
く
、「
漢
文
」
に
対
比
し
う
る
「
和
文
」
を
提
示
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
十
世
紀
初
頭
の
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
時
代

で
あ
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
お
け
る
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
は
、
和
文

（
仮
名
文
）
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
渡
期
の
文
体
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
。
日
本
語
文
で
は
あ
る
が
、
原
則
的
に
漢
文
の
語
序
で
記
さ
れ
、

片
仮
名
は
漢
字
に
付
随
し
て
書
か
れ
、
漢
文
訓
読
文
の
枠
の
中
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
献
と
し
て
の
最
大
の
特
殊
性
は
、
お
そ

ら
く
ほ
ぼ
全
体
が
朗
読
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
基
本
的
に
漢
文
訓
読
文
で
あ
る
が
、
仏
典
や
漢
籍
を
読
解

の
た
め
に
読
み
下
し
た
も
の
で
は
な
く
、
口
頭
で
読
み
上
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
創
作
さ
れ
た
日
本
語
の
文
章
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
片

仮
名
を
駆
使
し
て
多
様
な
語
彙
に
よ
る
表
現
も
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。395

行
か
ら
な
る
本
文
は
、
表
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
段
落
一
覧
」
に
示

し
た
よ
う
に
、
97
段
落
に
分
け
ら
れ
る
。
総
じ
て
、
仏
事
法
会
の
た
め

に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
用
途
目
的
に
し
た
が
っ
て
文
体
が

使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
駢
儷
文
の
段
落
（
Ａ
）
は
法
会
な
ど
で
読
ま

れ
る
願
文
類
の
文
章
や
文
句
で
、
全
体
の
四
割
強
を
占
め
る
。
推
敲
の

跡
が
多
く
み
ら
れ
、
筆
者
の
文
章
製
作
の
心
髄
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
Ｂ
の
段
落
は
そ
れ
に
準
ず
る
。
対
句
の
な
い
段
落
（
Ｃ
）
は
、

教
義
の
解
説
、
問
答
、
説
話
な
ど
で
あ
る
。
問
答
は
仮
名
を
多
く
使
い
、

説
話
は
簡
潔
な
変
体
漢
文
で
書
く
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

仏
伝
は
、
覚
え
書
き
と
し
て
語
句
や
短
文
を
列
挙
す
る
Ｄ
の
段
落
が
多

い
。漢

文
の
訓
読
と
朗
読
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
た
日
本
語
の
文
章
は
、
や

が
て
、
和
歌
の
文
字
で
あ
る
平
仮
名
と
、
和
歌
に
よ
っ
て
磨
か
れ
た
大

和
言
葉
に
出
会
い
、「
和
文
」
と
し
て
独
り
立
ち
す
る
。『
東
大
寺
諷
誦

文
稿
』
に
お
け
る
漢
字
片
仮
名
交
り
文
は
、
漢
文
訓
読
を
足
場
と
し
て

日
本
語
独
自
の
文
体
の
模
索
を
始
め
、「
和
」
の
文
章
の
成
立
に
向
か

っ
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
時
代
を
物
語
る
遺
産
で
あ
る
。

注（１
）�『
華
厳
文
義
要
訣
（
决
）』
は
、
新
羅
・
表
員
述
『
華
厳
文
義
要
決

（
華
厳
文
義
要
決
問
答
）』。
正
倉
院
文
書
「
華
厳
宗
布
施
法
定
文

案
」（
天
平
勝
宝
三
年
五
月
二
十
五
日
付
）
の
章
疏
目
録
に
「
華
厳

文
義
要
決
一
巻
表
員
師

集

」
と
見
え
る
。
延
暦
寺
蔵
『
華
厳
要
義
問
答
』

（
行
福
筆
、
重
要
文
化
財
）
と
同
本
。

（
２
）�
山
田
孝
雄
「
東
大
寺
諷
誦
文
并
華
厳
文
義
要
決
解
題
」（
一
九
三
九

年
複
製
本
附
録
。『
典
籍
雑
攷
』
収
録
、
宝
文
館
、
一
九
五
六
年
）。
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（
３
）�

山
田
孝
雄
は
鵜
飼
徹
定
に
よ
る
『
東
大
寺
諷
誦
文
』
の
命
名
に
つ

い
て
、「
こ
の
文
は
華
厳
文
義
要
決
の
紙
背
に
記
し
た
る
も
の
な
れ

ば
、
こ
れ
は
東
大
寺
の
宗
旨
た
る
華
厳
宗
に
て
用
ゐ
た
る
も
の
な

ら
む
と
の
推
定
に
よ
る
も
の
な
ら
む
」
と
述
べ
て
い
る
（
注
（
２
）

「
解
題
」）。
附
録
の
冊
子
に
は
、
外
題
「
華
厳
文
義
要
决
東
大
寺
諷

誦
文
解
説
」、
山
田
孝
雄
「
東
大
寺
諷
誦
文
并
華
厳
文
義
要
決
解

題
」、
田
山
信
郎
「
東
大
寺
諷
誦
文
釈
文
」
と
あ
る
が
、
田
山
信
郎

の
「
釈
文
凡
例
」
に
は
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
と
書
か
れ
、
複
製

本
の
題
箋
（
辻
善
之
助
揮
毫
）
に
は
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
と
記

さ
れ
て
い
る
。
複
製
本
製
作
の
途
中
で
『
東
大
寺
諷
誦
文
』
か
ら

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
改
題
さ
れ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
山

田
孝
雄
『
典
籍
雑
攷
』
に
は
、「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
并
華
厳
文
義
要

決
」
の
題
で
解
題
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）�

橘
純
一
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
を
読
む
（
一
）
〜
（
三
）」（『
国
語
解

釈
』
第
四
十
六
・
四
十
七
・
四
十
九
号
、
一
九
三
九
年
十
一
月
・

十
二
月
・
一
九
四
〇
年
二
月
）、
亀
井
孝
「
国
語
研
究
資
料
の
影
印

三
種
」（『
言
語
研
究
』
第
六
号
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
）、
同
「
東

大
寺
諷
誦
文
稿
の
「
コ
」
の
仮
字
に
つ
い
て
」（『
文
学
』
一
九
四

六
年
四
月
）、
築
島
裕
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
小
考
」（『
国
語
国
文
』

第
二
十
一
巻
第
五
号
、
一
九
五
二
年
五
月
）、
同
『
平
安
時
代
の
漢

文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三

年
）
な
ど
。

（
５
）�

211
〜
228
行
に
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』（
唐
元
和
五
年
、
八
一
〇
年

訳
出
）
を
翻
案
し
た
文
章
が
み
ら
れ
る
た
め
、
八
一
〇
年
（
弘
仁

元
年
）
を
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
成
立
の
上
限
と
す
る
。（
拙
稿

「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」、『
国
語
国
文
』
第
六

十
巻
第
九
号
、
一
九
九
一
年
九
月
）。
亀
井
孝
が
指
摘
し
た
よ
う
に

（
注
（
４
）
亀
井
論
文
参
照
）、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
お
い
て
片

仮
名
の
コ
が
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
の
甲
乙
二
類
に
書
き
分
け
ら
れ

て
い
る
。
コ
の
区
別
は
天
長
頃
か
ら
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
と

み
ら
れ
る
た
め
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
の
下
限
を
天
長
承

和
頃
と
考
え
る
。

（
６
）�

春
日
政
治
は
、「（
片
仮
名
交
じ
り
文
の
資
料
に
つ
い
て
）
而
し
て

こ
れ
ら
訓
点
の
年
代
に
つ
い
て
已
述
の
推
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

こ
の
文
体
は
已
に
天
長
前
後
に
は
存
在
し
た
と
言
い
得
る
」
と
述

べ
て
い
る
（「
片
仮
名
交
じ
り
文
の
起
源
に
つ
い
て
」、『
文
学
研

究
』
一
九
三
二
年
、『
古
訓
点
の
研
究
』
所
収
、
風
間
書
房
、
一
九

五
六
年
）。

（
７
）
注
（
２
）
山
田
孝
雄
「
解
題
」。

（
８
）�

中
田
祝
夫
は
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
に
お
い
て
、

ヲ
コ
ト
点
法
が
法
相
宗
の
点
法
に
似
て
い
る
こ
と
と
、
内
容
に
お

い
て
も
法
相
唯
識
に
関
す
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

法
相
宗
の
僧
徒
の
筆
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る

（
第
一
章
第
五
節
）。
本
文
の
内
容
に
は
天
台
教
学
の
受
容
も
認
め

ら
れ
る
が
、
法
相
教
学
に
最
も
近
い
と
思
わ
れ
る
。（
拙
稿
「
水
の

中
の
月
―
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
お
け
る
天
台
教
学
の
受
容
に

つ
い
て
―
」『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
五
輯
、
二
〇
一
三
年
三

月
、「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
と
最
澄
『
願
文
』
―
四
弘
誓
願
の
受

容
と
「
檀
主
の
法
会
」
―
」、『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
四
十
二
輯
、

二
〇
二
〇
年
三
月
）。

（
９
）�

築
島
裕
『
日
本
語
の
世
界
５　

仮
名
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一

年
）
第
二
章
参
照
。

（
10
）�

以
下
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
原
文
翻
刻
は
行
頭
に
算
用
数
字
で

行
数
を
示
し
、
書
き
下
し
文
は
文
末
の
括
弧
内
に
行
数
を
示
す
。

行
数
は
築
島
裕
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
従
う
。
丸
数
字

は
連
絡
線
の
番
号
。
原
文
翻
刻
は
連
絡
線
の
始
点
を
→
、
終
点
を

←
で
示
す
。
書
き
下
し
文
で
は
、
連
絡
線
で
囲
ま
れ
て
い
る
部
分

を
（　

）
内
に
示
し
、
入
れ
子
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
外
側
を

【　

】
内
に
示
す
。
そ
の
他
、
拙
稿
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈

〔
一
〕
―
１
〜
40
行
―
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
六
輯
、
二
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〇
一
四
年
三
月
）
〜
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
八
・
結
〕
―
350

〜
395
行
―
」（
同
第
四
十
三
輯
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
参
照
。

（
11
）�
柴
田
雅
生
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
付
訓
が
、
漢
字
の
Ａ
脚

部
・
Ｂ
右
傍
・
Ｃ
左
傍
の
位
置
に
分
類
さ
れ
、
内
容
は
Ⅰ
全
訓
・

Ⅱ
語
頭
訓
・
Ⅲ
語
尾
訓
に
分
類
さ
れ
る
と
整
理
し
、「
Ｂ
及
び
Ｃ
の

位
置
の
付
訓
は
、
Ａ
に
対
し
て
補
助
的
な
位
置
に
あ
り
、
内
容
は

よ
り
具
体
的
で
あ
る
」
こ
と
、
そ
の
事
情
と
し
て
「
行
の
上
か
ら

下
へ
漢
字
と
仮
名
の
区
別
な
く
順
番
に
書
き
記
し
」「
一
句
一
行
を

書
き
終
え
た
後
、
或
い
は
全
文
を
書
き
終
え
た
後
に
、
Ｂ
及
び
Ｃ

の
位
置
に
仮
名
を
補
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」

と
述
べ
て
い
る
（「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
付
訓
方
法
に
つ
い
て
」、

『
国
語
学
研
究
』
26
、
一
九
八
六
年
十
二
月
）。
乾
善
彦
は
、『
東
大

寺
諷
誦
文
稿
』
の
仮
名
の
位
置
と
文
中
の
機
能
の
面
か
ら
四
種
六

類
の
用
法
に
分
け
、「
い
わ
ゆ
る
変
体
漢
文
が
文
章
の
基
調
と
し
て

あ
り
、
仮
名
に
よ
る
日
本
語
注
記
を
ど
の
よ
う
な
形
で
埋
め
込
む

か
と
い
う
そ
の
方
法
の
試
行
錯
誤
が
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
ひ
と

つ
の
資
料
中
に
さ
ま
ざ
ま
の
姿
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
と

理
解
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
（「
部
分
的
宣
命
書
き
か
ら
み
た

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』」、『
女
子
大
文
学
』
国
文
篇
第
五
十
二
号
、

二
〇
〇
一
年
三
月
）。

（
12
）�「
見
一
空
井
。
傍
有
樹
根
。
即
尋
根
下
。
潜
身
井
中
。
有
黒
白
二
鼠
。

互
齧
樹
根
。
於
井
四
辺
有
四
毒
蛇
。
欲
螫
其
人
」（『
仏
説
譬
喩

経
』）。「
二
鼠
競
争
、
而
度
目
之
鳥
旦
飛
、
四
蛇
争
侵
、
而
過
隙
之

駒
夕
走
」（『
萬
葉
集
』
巻
第
五
、
山
上
憶
良
「
日
本
挽
歌
」
前
の

詩
文
）。

（
13
）�

春
日
政
治
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』

（『
春
日
政
治
著
作
集
』
別
巻
、
勉
誠
社
、
一
九
八
五
年
）
参
照
。

（
14
）�『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）、

「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
の
項
（
築
島
裕
解
説
）。

（
15
）�

後
藤
昭
雄
『
平
安
朝
漢
詩
文
の
文
体
と
語
彙
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
七
年
）
第
9
章
に
お
い
て
、
広
義
の
「
願
文
」
を
「
仏
事
の
場

に
お
い
て
祈
願
の
意
を
述
べ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
文
章
」
と
し
、

狭
義
の
「
願
文
」
を
、
表
白
文
・
発
願
文
・
知
識
文
・
廻
文
・
願

文
・
諷
誦
文
な
ど
の
分
類
の
中
の
「
願
文
」
と
し
て
、
区
別
し
て

論
じ
て
い
る
。
本
稿
で
「
願
文
類
」
と
す
る
の
は
、
前
者
の
広
義

の
「
願
文
」
に
相
当
す
る
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
文
章
を
狭
義

の
文
体
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
章
様
式
が
確
立
し
た
時
期
の
考
証
を
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

（
16
）�『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
巻
第
七
、『
続
性
霊
集
補
闕
鈔
』
巻
第
八
所

収
。
但
し
、『
続
性
霊
集
補
闕
鈔
』
は
済
暹
が
承
暦
三
年
（
一
〇
七

九
）
に
三
巻
を
編
し
て
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
の
散
逸
し
た
巻
第

八
〜
十
を
補
っ
た
も
の
な
の
で
、
空
海
作
の
真
偽
が
問
わ
れ
る
作

品
も
混
入
し
て
い
る
。

（
17
）
注
（
15
）
後
藤
書
「
９　

平
安
朝
の
願
文
」
参
照
。

（
18
）�『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
、
紀
国
の
文
の
説
話
（
200
行
、
第
53
段

落
）、　

千
の
夫
人
の
説
話
（
259
〜
261
行
、
第
71
段
落
）、
子
無
き
王

の
説
話
（
301
行
、
第
76
段
落
）
が
み
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
１
〜
２

行
の
短
文
で
、
出
典
未
見
で
あ
る
。

（
19
）�

初
時
教
は
、
法
相
宗
の
三
時
教
（
仏
一
代
の
教
を
三
時
に
判
じ
た

も
の
）
の
第
一
時
「
有
教
」
に
当
り
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
成
道
後
に
、

鹿
野
苑
で
小
乗
四
諦
を
説
い
た
時
の
説
法
。

（
20
）�『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
三
、『
仏
所
行
讃
』
巻
第
三
な
ど
。

（
21
）�

こ
の
説
話
は
、『
撰
集
百
縁
経
』
巻
第
六
、『
諸
教
要
集
』
巻
第
二
、

『
法
苑
珠
林
』
巻
第
十
七
な
ど
に
も
収
録
さ
れ
、『
三
宝
絵
』
な
ど

に
も
引
か
れ
て
い
る
。「
林
ノ
中
ニ
シ
テ
法
ヲ
聞
キ
シ
鳥
ハ
、
忉
利

天
ニ
生
レ
テ
楽
ヲ
ウ
ケ
キ
」（『
三
宝
絵
』
中
）。

（
22
）
注
（
８
）
中
田
書
第
一
章
第
二
節
参
照
。

（
23
）�
小
峯
和
明
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に

は
十
一
名
の
孝
子
の
名
が
み
え
る
が
、
そ
の
う
ち
四
名
（
重
尺
・
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会
稽
・
宏
提
・
畢

）
は
他
に
用
例
が
み
え
な
い
（
小
峯
和
明

『
中
世
法
会
文
芸
論
』
六
十
六
頁
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）。

「
会
稽
」
は
、
孝
を
も
っ
て
聞
こ
え
た
と
い
う
会
稽
三
康
（
孔
愉
・

張
茂
・
丁
潭
）
か
。

（
24
） �
83
行
「（
无
上
尊
ノ
）
教
」
と
84
行
「（
三
寶
ノ
境
）
界
」
の
右
傍

の
「
丅
」
の
仮
名
ま
た
は
符
号
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
東
大
寺
諷
誦

文
稿
注
釈
〔
三
〕
―
80
行
〜
122
行
―
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第

三
十
八
輯
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
で
は
、
田
山
信
郎
（
複
製
本
釈

文
）・
築
島
裕
（『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
翻
刻
）
に
し
た
が

い
、「
カ
」
と
翻
字
し
た
。
し
か
し
、
文
意
が
不
明
の
た
め
、
本
稿

で
は
注
（
８
）
中
田
書
に
し
た
が
い
「
ナ
リ
」
の
符
号
と
し
て
改

め
た
。
中
田
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
註
釈
』（
飯
室
切
）
平
安
初
期

点
に
「
丅
（
ベ
シ
）」
の
符
号
が
あ
る
こ
と
も
紹
介
し
て
お
り
、

「（
ナ
ル
）
ベ
シ
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
25
）�

注
（
４
）
築
島
裕
論
文
及
び
同
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
に
つ
き

て
の
研
究
』
第
七
章
第
二
節
参
照
。

（
26
）
注
（
５
）
拙
稿
参
照
。

（
27
）�

阪
倉
篤
義
「
竹
取
物
語
に
お
け
る
「
文
体
」
の
問
題
」（『
国
語
国

文
』
第
二
十
五
巻
第
十
一
号
、
一
九
五
六
年
十
一
月
）。

（
28
）�

阪
倉
篤
義
「
解
説
（
竹
取
物
語
）」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
９　

竹

取
物
語　

伊
勢
物
語　

大
和
物
語
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
）。

（
29
）�

玉
上
琢
弥
「
昔
物
語
の
構
成
」（『
源
氏
物
語
研
究
―
源
氏
物
語
評

釈
』
別
巻
一
、
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
。
岩
波
現
代
文
庫
『
源

氏
物
語
音
読
論
』
に
再
録
。
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。

�

（
こ
ば
や
し
・
ま
ゆ
み　

成
城
大
学
教
授
）
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章段 段落 始―末行 行数 漢文体 仮名 連絡線 見出し 備考

1 1 1-7 7 B 有 言辞 文字擦消。料紙に損傷あ
り。感応道交について。

2 2 8-15 8 B 有 1 〜 3 始点 文字擦消。料紙に損傷あ
り。布施の功徳について。

3 3 16-17 2 B 有 文字擦消。料紙に損傷あ
り。「波斯匿王・法華会」。

4 4 18-19 2 B 少 3 終点 文字擦消。料紙に損傷あ
り。滅罪について。

5 5 20-26 7 A 有 4 文字擦消。料紙に損傷あ
り。無常について。

6 6 27-30 4 B 有 六種 「昔世殖善」から始まる。供
養の功徳について。

7

7 31-37 7 B 有 5 〜 7 父母追善供養。
8 38-39 2 B 有 「摩納仙人・花天女」。

9 40 1 D 少 「某仏之平等大悲ハ、不簡尊
卑云」（12字と仮名のみ）

10 40 1 D 無 「宿寶王樹云」（5字のみ）。
11 40 1 D 無 「沙羅樹云」（4字のみ）。

8

12 41-46 6 C 少 8 始点 『悲華経』『方広経』『因果
経』『摩訶摩耶経』の引用。

13 47-48 2 C 無 仏伝。「正法」「像法」。

14 49 1 D 無 「四比丘入塔懺悔、作四方四
仏云」（13字のみ）

15 50-51 2 C 少 仏伝。「千輻輪相」。

16 52 1 D 無 「敬礼天人云。敬礼常住三寶
云」（11字のみ）

17 53-54 2 B 無 8 終点 勧請言 仏の勧請。
9 18 55 1 B 無 止 「帝釈宮・祇桓寺」。

10

19 56-57 2 B 少 感応道交について。

20 58 1 D 無 仏伝。「勝鬘夫人」「韋提
（希）」。

21 59 1 D 無 「帝釈宮有因陀羅網云」（9字
のみ）。

11 22 60 1 D 有 父母の恩。
12 23 61-62 2 A 少 「補陀主」（観音菩薩）。
13 24 63-64 2 C 無 「瑠璃寶宮」（薬師仏浄土）。
14 25 65-66 2 C 有 勧請発句 無常について。

15 26 67-69 3 A 有 自他懺悔混
雑言 無常について。

27 70-74 5 A 有 9・10 無常について。

16 28 75-79 5 B 有 11 問答（親の魂の所在につい
て）。父母追善供養。

17
29 80-95 16 A 有 12 〜 16 朱筆の加点。父母追善供養。
30 96-100 5 A 有 朱筆の加点。父母追善供養。
31 101-122 22 A 有 17・18 朱筆の加点。父母追善供養。

18
32 123-125 3 B 少 文字擦消。母の病臥。
33 126-128 3 C 有 文字擦消。母の墓葬。
34 129-132 4 A 有 文字擦消。父母追善供養。
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章段 段落 始―末行 行数 漢文体 仮名 連絡線 見出し 備考
19 35 133-139 7 A 少 父母追善供養。

20
36 140-145 6 C 少 19・20 詞（辞）無碍解について。
37 146-150 5 C 少 21 説話（青鳥の聞経）。
38 151-154 4 C 有 22 問答（辞無碍解について）。

21 39 155-156 2 C 有 問答（無上尊について）。

22

40 157-163 7 D 無 釈迦本縁 仏伝。託胎から成道まで。
41 164 1 D 無 仏伝。「仏昇忉（利天）」。

42 165 1 D 無 仏伝。「曲腰像尺云」（5字の
み）。

43 165 1 D 少 仏伝。「貧女腐汁ユスル。奉
縁云」（7字と仮名のみ）。

44 166-167 2 D 少 仏伝。「薩埵王子」。
23 45 168-173 6 B 有 慈悲徳 仏の慈悲について。
24 46 174-179 6 B 有 23 仏の恩について。
25 47 180-184 5 B 有 24 寺と僧の恩について。

26
48 185-186 2 C 無 問答（問。仏・維摩詰・観

音菩薩・地蔵菩薩について）。

49 186-189 4 C 有 問答（答。仏・維摩詰・観
音菩薩・地蔵菩薩について）。

27

50 190-196 7 C 有 25始点 問答（浄土と穢土につい
て）。

51 197-200 4 C 有 25終点〜
28始点

人・餓鬼・地獄・天・菩薩
の世界について。

52 200 1 C 有 忉利天について

53 200 1 C 無 28終点 200行左傍書。説話（紀国の
文）。『冥報記』『霊異記』。

28

54 201-204 4 B 有 29 対機説法について。

55 204-207 4 C 有 30 「己所不欲云々」（『論語』巻
第六）。殺と誹謗について。

56 204-206 3 A 少 囲み線、「不」の字で抹消。
一目の羅の譬喩。

57 207 1 D 無 「 蔑云々」（4字のみ）。

29

58 208-209 2 C 有 「法主」の父母追善について。
59 210 1 B 有 誓通用 囲み線。無慈悲な親について。

60 211-227 17 A 有 31 〜 37 誓詞通用 父母追善供養。助動詞「ケ
リ」使用。

61 228 1 B 少 「百石讃歎」に類似する文。
30 62 229 1 B 少 報恩供養について。
31 63 230-231 2 C 有 囲み線。仏の法力成就の願。

32 64 232-236 5 B 無 文字擦消。六波羅蜜と四弘
誓願。

33 65 237-241 5 A 有 文字擦消。無縁の死者の供
養。

34
66 242-245 4 D 無 38始点 四弘誓願。

67 246-252 7 A 有 38終点 求法の故事、懺悔と大乗経
の讃嘆。

35 68 253 1 B 有 「天鼓・摩尼珠」。
36 69 254-255 2 B 有 「凝霜・露杼」。
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章段 段落 始―末行 行数 漢文体 仮名 連絡線 見出し 備考

37 70 256-259 4 B 有 火葬について。父母追善。
71 259-261 3 C 少 説話（千の夫人）、他。

38
72 262-277 16 A 有 39 〜 47 慰誘言 「大旦主」讃嘆。

73 278-284 7 C 有 48 「大旦主」の先祖が建立した
「堂」の讃嘆（例文）。

39
74 285-299 15 A 有 49 〜 53 卑下言 法会導師である自らの謙

遜、衆僧・出席者の讃嘆。
75 300-301 2 B 無 54 求法の功徳について。
76 301 1 C 無 説話（子無き王）。

40 77 302-303 2 D 無 陀羅尼や偈頌の功徳について。

41 78 304-313 10 A 有 56・57 誓通用 無常について。
79 313-321 9 A 有 58 無常について。

42 80 322 1 D 無 「在今地東方ニ」（6字と仮名
のみ）。

43 81 323 1 D 無 『千手経』。
82 324 1 D 無 「南無千手」。

44 83 325-331 7 B 有 59 「東西国亡霊」の供養。
45 84 332-336 5 B 有 注 「某経」讃嘆（例句の列挙）。
46 85 337 1 D 無 「仏恩賀沐不合」（6字のみ）。

47

86 338 1 D 無 「仏爪上置土云」（6字のみ）。
人身の得難さの譬喩。

87 338 1 D 無 人身の得難さの譬喩。

88 339-349 11 C 有 60 〜 62 問答（天人・仏となる方法
について）。

48
89 350-351 2 D 少 同体三宝について。

90 352-354 3 D 少 自観と他観について。『華厳
経』。

49
91 355-361 7 C 有 63始点・64 問答（生死は何から始まる

か。無明について）。

92 362-366 5 C 有 63終点・65
始点

問答（無明を断つ方法につ
いて）。

45 93 367 1 B 少 「倶尸羅鳥・諸仏菩薩」。
94 368-378 11 A 有 65終点、66 信心について。

46
95 379-388 10 C 有 67始点 問答（成仏の方法につい

て）。
96 389-391 3 C 有 問答（金剛座について）。
97 392-395 4 C 有 67終点 三宝の恩について。

・章段と段落の区切り方については本文２頁参照。
・行番号及び連絡線番号は『東大寺諷誦文稿総索引』汲古書院に準拠した。
・漢文体の欄の記号は以下の通りである。	
	 A＝主に対句で構成されている文章。
	 B＝一部に対句、または字数の整わない不完全な対句を含む文章。
	 C＝対句を含まない文章。
	 D＝短文、語句のみ。
・�仮名の欄は、片仮名が書かれていない段落を「無」、平均して１行につき１か所以下の段落を
「少」、それ以上の段落を「有」とした。
・備考の「○○・○○」は、対句の句頭で対応している語を示した。


